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は
じ
め
に

　

清
輔
本
古
今
集
、
顕
昭
本
古
今
集
は
俊
成
本
古
今
集
、
定
家
本
古
今
集

と
並
ん
で
そ
の
成
立
の
経
緯
が
た
ど
れ
る
点
で
、
古
今
集
本
文
研
究
の
柱

と
な
る
も
の
で
あ
る
。
稿
者
は
か
つ
て
清
輔
本
古
今
集
、
顕
昭
本
古
今
集

に
つ
い
て
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
な
り
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
も
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
、
力
及
ば
ず
、
い
た
ず
ら
に

煩
瑣
な
記
述
を
重
ね
る
こ
と
と
な
っ
た（

（
（

。

　

そ
の
際
心
残
り
で
あ
っ
た
の
は
、
顕
昭
本
の
中
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心

女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
を
調
査
す
る
こ
と
が
か
な
わ
な
か
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
該
本
は
す
で
に
、
西
下
経
一
、
久
曽
神
昇
両
氏
に
よ
っ
て
詳
細

な
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る（

（
（

が
、
両
氏
と
も
校
合
さ
れ
た
基
俊
本
の
性
格

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
関
心
が
あ
り
、
底
本
で
あ
る
顕
昭
本
が
い
か
な

る
も
の
か
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
ふ
れ
て
お
ら
れ
な
い
。
顕
昭
本
は
数
が
少

な
い
だ
け
に
、
是
非
と
も
調
査
し
た
く
、
そ
の
点
、
気
が
か
り
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
近
年
、
国
文
学
研
究
資
料
館
で
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子

大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
主
要
な
蔵
書
を
調
査
撮
影
し
、
そ
の
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
が
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
長
年
の
念

願
か
な
っ
て
、
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
、

書
写
面
が
き
わ
め
て
複
雑
な
上
、
朱
墨
藍
な
ど
が
交
錯
し
て
お
り
、
一
朝

一
夕
に
解
明
で
き
そ
う
に
も
な
く
、
手
を
つ
け
る
の
を
た
め
ら
っ
て
い
た
。

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
顕
昭
本
古
今
集
覚
書

川　

上　

新
一
郎
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幸
い
に
も
、
今
回
二
度
に
わ
た
っ
て
原
本
の
調
査
の
機
会
を
与
え
ら
れ
、

御
厚
意
に
報
い
る
上
で
も
、
な
ん
と
か
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

は
な
は
だ
不
満
足
な
結
果
で
あ
る
が
、
解
明
出
来
た
点
も
あ
る
と
考
え
、

公
表
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
本
（
以
下
本
書
と
す
る
）

の
重
要
性
は
従
来
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
て
、
改
め
て
強
調
す
る
ま
で
も

な
い
が
、
今
回
調
査
し
て
み
て
、
予
想
通
り
と
い
う
か
、
期
待
に
違
わ
ぬ

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
ま
ず
言
っ
て
お
き
た
い
。
詳
細
は
以
下
に
述
べ
る

と
し
て
、
本
書
の
本
文
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
顕
昭
本
で
あ
り
、
従
来
知
ら
れ

て
い
る
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
伏
見
宮
旧
蔵
本
及
び
天
理
図
書
館
本
と
同
一
系

統
に
属
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
実
は
従
来
顕
昭
本
と
さ
れ
て
い
る
二
本

の
内
、
顕
昭
の
奥
書
が
存
在
す
る
の
は
、
伏
見
宮
旧
蔵
本
の
み
で
あ
り
、

天
理
本
に
は
全
く
奥
書
が
な
い
。
そ
れ
を
顕
昭
本
と
称
す
る
の
は
、
伏
見

宮
旧
蔵
本
と
き
わ
め
て
近
い
本
文
を
有
す
る
か
ら
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、

顕
昭
本
を
考
察
す
る
に
当
っ
て
、
顕
昭
の
用
い
た
本
文
が
そ
れ
で
あ
る
と

決
定
す
る
の
に
若
干
の
不
安
を
感
じ
て
い
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
今
回
、

従
来
知
ら
れ
た
二
本
と
書
承
関
係
が
な
い
本
書
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
、

顕
昭
本
に
つ
い
て
以
前
よ
り
明
確
に
考
察
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
大

き
い
。

　

ま
た
、
本
書
は
明
治
の
新
写
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
文
の
信
憑
性
に

疑
問
を
感
じ
る
向
き
も
あ
ろ
う
が
、
た
し
か
に
、
度
重
な
る
転
写
に
よ
り
、

誤
写
の
多
さ
が
目
に
つ
く
が
、
そ
れ
も
他
の
清
輔
本
、
顕
昭
本
と
比
較
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
正
せ
る
場
合
が
多
く
、
一
部
を
除
け
ば
十
分
利
用
に

堪
え
う
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
他
の
顕
昭
本
と
同
一
系
統
と
い
っ
て

も
、
独
自
本
文
（
誤
写
以
外
の
）
を
多
々
有
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
顕
昭

本
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
重
要
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、｢

女
本｣

と
注
記
さ
れ
る
基
俊
本
と
の
校
合
、｢

他
本｣

と
称

す
る
異
本
校
合
な
ど
独
自
の
注
記
も
お
び
た
だ
し
い
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て

は
す
で
に
一
部
考
察
が
あ
る
が
、
そ
の
校
合
が
顕
昭
に
よ
る
も
の
か
、
後

人
に
よ
る
も
の
か
も
悩
ま
し
い
問
題
で
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。

　

本
稿
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
一
歩
で
も
前
進
し
た
い
と
思
う
も
の
で
あ
る
。

一
、
書
誌

　

ま
ず
、
書
誌
を
記
す
。

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
黒
川
文
庫
蔵
本
（
Ｅ
109
）

　
　
〔
明
治
〕
写	

二
冊

　

袋
綴
。
小
葵
文
様
空
押
丹
表
紙
（
三
一
・
六
×
二
三
・
八
糎
）。
外
題
、
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左
肩
打
付
書｢

古
校
合
本
古
今
和
歌
集　

上
（
下
）｣

。
上
冊
見
返
し
右
肩

に｢
原
本
樋
口
光
義
蔵｣

と
墨
書
。
料
紙
、
薄
様
。
墨
付
、
上
冊
、
一
〇

〇
丁
、
下
冊
、
一
一
四
丁
。
遊
紙
、
上
下
冊
と
も
な
し
。
字
面
高
さ
、
約

一
八
・
五
糎
。
他
に
頭
脚
注
が
あ
り
、
全
体
で
約
二
八
・
〇
糎
。
毎
半
葉
、

仮
名
序
八
行
、
本
文
十
─

十
二
行
、
真
名
序
七
行
。
和
歌
二
行
書
。
本
文

平
仮
名
交
り
、
頭
脚
の
勘
物
片
仮
名
交
り
。
内
題
、｢

古
今
和
歌
集
巻
第

一
（
─
廿
）　
春
歌
上｣

。
部
立
は
以
下
、
春
歌
下
、
夏
、
秋
上
、
秋
下
、
冬

歌
、
賀
歌
、
別
離
歌
、
羈
旅
歌
、
物
名
、
恋
歌（
マ
マ
）、
恋
哥
二
、
恋
三
、
恋
哥

四
、
恋
哥
五
、
哀
傷
、
雑
哥（
マ
マ
）、

雑
下
、
短
哥
、
大
歌
所
御
哥
（
校
異
は
除

く
）
と
な
っ
て
い
る
。
本
文
の
後
に
保
元
二
年
、
平
治
元
年
清
輔
奥
書
な

ど
が
あ
り
、
そ
の
後
、
真
名
序
は
題
が
な
く
、
い
き
な
り
始
ま
る
。
さ
ら

に
そ
の
後
に
顕
昭
の
奥
書
が
あ
る
（
奥
書
な
ど
の
詳
細
は
後
述
）。

　

新
院
御
本
と
の
校
異
を
示
す
朱
校
の
ほ
か
、『
新
撰
和
歌
集
』
入
集
歌

で
あ
る
こ
と
を
示
す
歌
頭
の
合
点
（
墨
）
が
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
他

の
顕
昭
本
二
本
に
な
く
、
本
書
独
自
の
特
色
で
あ
る（

（
（

。
仮
名
序
と
本
文
に

朱
星
点
、
真
名
序
に
墨
圏
点
の
声
点
を
付
す
。
ま
た
、
仮
名
序
に
朱
の
句

点
、
真
名
序
に
朱
の
ヲ
コ
ト
点
、
朱
墨
の
返
点
、
句
点
、
縦
点
、、
振
仮
名
、

送
仮
名
を
付
す
。
仮
名
序
古
注
は
本
行
、
二
ー
三
字
下
げ
、
や
や
小
字
片

仮
名
書
き
で
朱
書
さ
れ
て
い
る
。
伏
見
宮
旧
蔵
本
に
見
ら
れ
る
意
味
不
明

の
複
雑
な
墨
の
合
点
は
、
ほ
ぼ
同
様
に
存
在
す
る
。

　

さ
ら
に
先
学
が
注
目
し
た
本
書
独
自
の
複
雑
な
校
異
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
こ
で
は
朱
墨
等
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
、
詳
細
は
後
述
す
る
こ
と

と
す
る
。

　

ま
ず
、
和
歌
に
『
新
撰
和
歌
集
』
入
集
歌
を
示
す
合
点
と
は
別
に
、
し

ば
し
ば
朱
合
点
が
付
さ
れ
る
が
、
意
味
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
は
歌
頭
の
み

な
ら
ず
、
各
句
の
切
れ
目
に
も
付
さ
れ
る
が
、
さ
し
て
重
要
と
は
思
え
な
い
。

　

女
本
、
他
本
と
の
校
異
は｢

女｣
｢

他｣

と
し
、
い
ず
れ
も
墨
筆
で
あ

る
。
ま
た
、｢

或
本｣

｢

私｣
｢

正
本｣

と
す
る
書
入
も
墨
筆
で
あ
る
。
以

上
は
い
ず
れ
も
片
仮
名
表
記
で
あ
る
。｢

本｣

と
す
る
書
入
は
藍
筆
で
基

本
的
に
平
仮
名
交
り
で
あ
る
。
以
上
の
中
、｢

正
本｣

｢

本｣

と
す
る
も
の

は
ご
く
僅
少
で
あ
る
。｢

正
本｣

は
230
一
箇
所
を
除
く
と
清
輔
本
あ
る
い

は
顕
昭
本
に
す
で
に
存
在
し
て
い
た
も
の
で
、
独
自
の
も
の
で
は
な
く
、

一
方
、｢

本｣

は
藍
筆
で
あ
る
こ
と
、
及
び
筆
跡
か
ら
、
近
時
（
書
写
時
）

の
書
入
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
い
ず
れ
も
考
察
の
対
象
に
な
り
得
な
い
。

　

こ
の
他
、｢

校
本｣

と
す
る
薄
墨
、
藍
、
朱
の
書
入
が
あ
る
が
、
こ
れ

も
筆
跡
が
異
な
り
、
自
ら
の
書
体
で
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
て
一
連

で
、
近
時
の
も
の
と
見
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
本
書
の
段
階
で
、
新
た
に
書

入
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
黒
川
家
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
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印
記
、
各
冊
巻
頭
に｢

黒
川
真
頼
蔵
書｣

｢

黒
川
真
道
蔵
書｣

（
以
上
長

方
朱
印
）｢

黒
川
真
頼｣

（
丸
朱
印
）、
他
に
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大

学
附
属
図
書
館
印
二
顆
。

　

ま
ず
、
識
語
と
奥
書
を
記
す
。

　

巻
頭
に
諸
本
と
同
じ
く

以
貫
之
自
筆
本
書
写
古
今
也
、
件
本
ハ
／
於
皇
大
后
宮
焼
失
畢
、
和

哥
等
不
／
似
餘
本
、
其
説
頗
違
矣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
宗

　

と
通
宗
の
識
語
が
あ
る
（
読
点
の
み
私
に
付
す
、
以
下
同
じ
）。

　

巻
二
十
末
に
直
ち
に

号
御
本
新
院
御
本
貫
之
自
筆
之
流
也
、
文
字
仕
正
本
ニ
／
不
違
云

〻
（
朱

書
小
字
）

　

と
す
る
。
つ
い
で
清
輔
本
の
奥
書
が
あ
り
、

本
云

以
若
狭
守
通
宗
朝
臣
自
筆
本
書
写
古
／
今
也
、
文
字
仕
不
違
彼
件
本
、

僧
隆
縁
為
／
彼
朝
臣
外
孫
所
相
伝
也
、
端
書
文
彼
朝
臣
／
筆
也
、
以

片
仮
名
書
入
歌
等
同
彼
人
所
考
／
入
也
、
件
古
今
貫
之
自
筆
小
野
皇

太
后
／
宮
御
本
之
流
也
、
於
上
下
考
物
者
管
見｣

之
所
及
予
所
記
付

也
、
真
名
序
又
以
同
前
、
／
後
日
校
合　

新
院
御
本
、
朱
筆
彼
御
／

本
説
也
、
件
御
本
以
貫
之
自
筆
本
書
／
写或
本
件
本
貫
之
妹
自
筆

古
今
云

〻
、
但
有
序
注
、

少
以
有
齢（
疑
）
殆
、
件
／
正
本
ハ
閑
院
贈
太
政
大
臣
本
云

〻
、
転
〻
在
／

故
花
薗
左
府
御
許
、
又
陽
明
門
院
御
／
本
説
間
〻
注
付
之
、
大
畧
不

違
、
此
本
件
／
本
貫
之
自
筆
延
喜
御
本
云

〻
、
後
顕
綱｣

朝
臣
給
預
、

其
後
転
〻
於
公
信
朝
臣
許
焼
／
失
了
、
若通
宗
也州

号
讃
岐
入
道
本
此
本

也
、
如
此
／
古
今
二
箇
度
書
写
之
、
而
為
難件
人
大
弐
入
道
也

去
人
／
被此
本
被
公収
公
了
、
仍

保

二
二

二
条
天
皇
─（
元
二
年
五
月
比
更
以
書
写
／
之
、
至
今
度
深
秘
莒（
筥
）中
死
後
可
左
右

而
已

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
歌
得
業
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
写
校
合
不
実（
交
）他
人
之
功

此
本
従
坊二

条
院御

時
召
籠
内
裏
数
年
之
後
平
／
治
元
年
七
月
九
日
返
預
之
、

仰
云
、
此
本
披
露
／
無
由
思
食
、
仍
合
三
帖
賜
之
、
夢
不
可
借
／
与

他
人
之
由
云

〻
、
仍
弥
秘
之

　

と
、
保
元
二
年
、
平
治
元
年
清
輔
奥
書
が
年
代
順
に
記
さ
れ
て
い
て
、

伏
見
宮
旧
蔵
本
と
同
様
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
保
元
二
年
清
輔
本
の
内
、
尊

経
閣
本
が
平
治
元
年
、
保
元
二
年
奥
書
の
順
に
記
す
の
と
は
異
な
る
（
伏

見
宮
旧
蔵
一
本
に
は
平
治
元
年
奥
書
は
な
い
）。

　

つ
い
で
、｢
万
葉
集
歌
七
首｣

以
下
古
今
集
の
出
典
を
記
し
た
目
録
（
伏

云
〻
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見
宮
旧
蔵
本
と
同
様
の
も
の
）
が
あ
る
。

　

こ
の
後
、
先
述
の
よ
う
に
真
名
序
が
あ
り
、
末
尾
に

或
本
云
、　

花
山
法
皇
御
本
也
、
於
関
白
殿
捻（
撰
）和

哥
所
／
校
貫
之
自

筆
本
了
、
于
時
長
小
一
条（
墨
）元第

乙
乙

乙
亥（
墨
）（八秋
也｣

（
朱
書
小
字
）

　

と
あ
る
。

　

続
い
て
、

中
戸
部
二
千
石
者
重
代
好
事
多
／
年
知
音
也
、
仍
雖
為
秘
蔵
證
本
／

書
写
之
条
所
許
申
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
闍
梨
顕
昭｣

　

と
し
、
半
葉
白
紙
の
後

　
　

女
本
奥
書
ゝ

　
　
　

康堀
河
院（
朱
）辛
巳（
朱
）

和
二
秊
五
月
廿
三
日
以
大
理
左
衛
門
督
本
書
之（

（
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廿
八
日
校
合
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
校
了　
　
　
　

基
俊

　
　

本
集
奥
銘
云

　
　
　

此
集
花
山
法
皇
御
筆
本
也

　
　
　

於
賀
陽
院
撰
和
歌
所
校
貫
之
自
筆
本
校
了

　

と
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
奥
書
に
つ
い
て
は
第
三
節
で
検
討
す
る
。

二
、
本
文

　

さ
て
、
本
書
は
す
で
に
先
学
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
樋
口
光
義
氏
が

｢

古
正
本
古
今
和
歌
集｣

（｢

好
古
叢
誌｣

二
編
巻
十
明
26
・
10
）
に
お
い

て
自
ら
が
所
持
す
る
清
輔
本
古
今
集
に
つ
い
て
述
べ
た
二
本
の
内
、｢

一

本
ハ
全
巻
慶
長
間
ノ
抄
本
其
跋
袋
草
帋
謂
フ
所
ト
符
合
ス｣

と
し
た
本
と

奥
書
、
内
容
と
も
に
一
致
し
、
か
つ
新
写
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
転

写
本
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。

　

そ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
本
書
の
書
写
態
度
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

料
紙
が
薄
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
ご
く
忠
実
な
透
写
本
を
期
待
す
る
と
、

や
や
異
な
り
、
行
数
、
字
詰
は
忠
実
で
、
字
配
り
に
も
相
当
の
配
慮
が
感

じ
ら
れ
る
が
、
書
写
態
度
は
精
密
な
透
写
を
目
指
し
た
も
の
で
は
な
く
、

研
究
に
差
支
え
な
い
程
度
の
副
本
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
底
本
の
面

影
は
相
当
程
度
窺
う
こ
と
が
で
き
、
底
本
が
仮
に｢

慶
長
間
ノ
抄
本｣

で

あ
る
な
ら
、
そ
の
本
も
単
な
る
江
戸
初
期
写
本
で
は
な
く
、
鎌
倉
期
の
古

写
本
の
俤
を
残
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
模
写
を
く
り

返
し
た
た
め
の
字
体
の
崩
れ
や
誤
写
は
あ
る
が
、
研
究
対
象
と
し
て
使
用
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に
堪
え
る
本
文
状
況
に
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
黒
川
家
の
誰
か
に
よ
る
明
治

期
の
書
写
本
で
あ
ろ
う
。

　

本
書
は
極
め
て
複
雑
な
書
写
面
を
し
て
お
り
、
考
え
る
べ
き
事
が
あ
ま

り
に
多
く
、
難
解
で
、
ど
こ
か
ら
述
べ
る
べ
き
か
迷
う
が
、
ま
ず
、
本
書

に
は
、
三
箇
所
に
補
写
が
あ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
は
本
書
に
お
い
て
な

さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
底
本
段
階
、
も
し
く
は
そ
れ
以
前
す
で
に
行
わ
れ

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
次
の
三
箇
所
で
あ
る
。

一
、
50
番
歌
左
注
か
ら
60
番
歌
上
の
句
ま
で
の
二
丁
。

一
、
269
番
歌
左
注
か
ら
273
番
歌
詞
書｢
仙
宮
に
き
く
を
わ
け
て
人
の
い

た
れ｣

ま
で
の
一
丁
。

一
、
338
番
歌
詞
書
中
途｢

す
の
つ
こ
も
り
に
よ
め
る｣

か
ら
342
番
歌
ま

で
の
一
丁
。

　

こ
れ
ら
の
箇
所
は
他
の
部
分
と
同
様
の
字
配
り
で
書
写
さ
れ
て
い
る
が
、

よ
く
見
る
と
顕
昭
本
（
あ
る
い
は
清
輔
本
）
で
あ
る
な
ら
当
然
存
在
す
る

は
ず
の
新
院
御
本
と
の
校
異
や
本
書
特
有
の
女
本
と
の
校
異
や
、
頭
脚
の

勘
物
が
全
く
な
い
上
、
本
文
も
定
家
本
で
、
後
人
の
所
為
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
箇
所
が
ち
ょ
う
ど
丁
の
代
わ
り
目
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
か
の
段
階
で
落
丁
を
補
う
目
的
で
な
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
逆
に
本
書
が
古
写
本
の
字
配
り
、
字
詰
を
よ
く
残

し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
、
異
本
歌
と
排
列
の
異
同
を
示
す
。
女
本
や
そ
の
他
の
校
合
本

か
ら
の
書
入
歌
も
多
い
が
、
そ
れ
ら
は
後
に
考
察
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ

で
は
顕
昭
本
本
来
の
も
の
を
掲
げ
る
。
異
本
歌
に
そ
の
他
の
校
合
本
に
も

存
在
す
る
と
の
注
記
が
あ
る
場
合
も
あ
る
が
、
煩
雑
に
な
る
の
で
、
こ
こ

で
は
言
及
し
な
い（

（
（

。

　

本
書
の
異
本
歌
は
本
文
が
平
仮
名
交
り
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
片
仮
名

交
り
で
朱
書
頭
書
さ
れ
、
入
る
べ
き
箇
所
を
指
示
し
て
い
る
。

　

異
本
歌
1
、
朱
頭
書
、
朱
線
朱
丸
で
80
ノ
次
を
指
示
（
位
置
諸
本
と
同

じ（
（
（

）。

　

見
合
或
本
有
此
哥
（
墨
）

　

サ
ク
ラ
ノ
ハ
ナ
ノ
ヤ
リ
水
ニ
ナ
カ
レ
ケ
ル
ヲ
ミ
テ
ヨ
メ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貫
之

ユ
ク
ミ
ツ
マ
カ
セ
ノ
フ
キ
イ
ル
サ
ク
ラ
ハ
ナ
キ
エ
ス
ナ
カ
ル
ヽ
ユ
キ
カ

ト
ソ
ミ
ル

　
　
　

此
哥
無
御
本

　

異
本
歌
2
、
朱
頭
書
、
朱
線
朱
丸
で
82
ノ
次
を
指
示
（
位
置
諸
本
と
同

じ
）。

　

或
本
有
此
哥
（
墨
）
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雲
林
院
ニ
マ
カ
リ
テ
サ
ク
ラ
ノ
チ
リ
ケ
ル
ニ
ヨ
メ
ル

ユ
キ
ト
ミ
テ
ヌ
レ
モ
ヤ
ス
ル
ト
サ
ク
ラ
ハ
ナ
チ
ル
ニ
タ
モ
ト
ヲ
カ
ツ
キ

ツ
ル
カ
ナ

　
　
　

御
本
無

　

83 

86 

84 

85 

87
の
排
列
と
な
り
、｢

御
本
次
第
如
此
（
朱
）｣

と
し
て
、

御
本
は
、
83 

84 

85 

87 

86 

88
の
排
列
で
あ
る
と
、
朱
線
朱
丸
で
指
示
（
諸

本
は
83 

84 

85 

86 

88 

87
と
す
る
）。
こ
れ
は
本
書
独
自
の
指
示
で
あ
る
が
、

指
示
す
る
朱
線
に
不
自
然
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
実
質
は
諸
本
と
同
じ
で
、

指
示
を
誤
っ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る（
（（
（

。

　

154 

153
の
排
列
と
な
る
（
諸
本
と
同
じ
）。

　

254 

253
の
排
列
と
な
る
（
諸
本
と
同
じ
）。

　

307 

306
の
排
列
と
な
り
、
朱
線
朱
丸
で
御
本
は
、
306 

307
の
排
列
で
あ
る
こ

と
を
指
示
、
306
に｢

御
本
此
哥
前
也
、
但
題
不
知
ト
並
ル
不
心
得
（
朱
）｣

と
頭
書
（
諸
本
と
同
じ
）。

　

さ
ら
に
、
本
書
は
伏
見
宮
旧
蔵
本
と
同
じ
く
、
朱
丸
の
左
右
に
墨
合
点

が
あ
る
。

　

異
本
歌
3
、
446
に
朱
頭
書
、
箇
所
の
指
示
な
き
も
、
諸
本
と
同
じ
く
446

ノ
次
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　

或
本
在
此
哥
（
墨
）

　
　
　

ク
レ
ノ
ヲ
モ　

ツ
ラ
ユ
キ

コ
シ
ト
キ
ト
コ
ヒ
ツ
ヽ
ヲ
レ
ハ
ユ
フ
ク
レ
ノ
ヲ
モ
カ
ケ
ニ
ノ
ロ
ミ
ヽ
エ

ワ
タ
ル
カ
ナ

　
　
　

無
御
本

　

こ
こ
で｢

ヲ
モ
カ
ケ
ニ
ノ｣

の
次
の
衍
字｢

ロ｣

（
行
末
に
あ
る
）
は

446
ノ
次
を
指
示
す
る
朱
丸
を
見
誤
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

異
本
歌
4
、
朱
頭
書
、
朱
丸
で
456
ノ
次
を
指
示
（
位
置
諸
本
と
同
じ
）。

　
　
　

或
本
有
此
哥
（
墨
）

　
　
　

ヲ
キ
ノ
ヰ　

ミ
ヤ
コ
シ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
小
町

オ
キ
ノ
ヰ
テ
ミ
ヲ
ヤ
ク
ヨ
リ
モ
ワ
ヒ
シ
キ
ハ
ミ
ヤ
コ
ヘ
シ
ヒ
ノ
ワ
カ
レ

ナ
リ
ケ
リ

　
　
　

無
御
本

　

異
本
歌
5
、
朱
頭
書
、
朱
線
朱
丸
で
462
ノ
次
と
463
ノ
次
の
二
箇
所
を
指

示
（
清
輔
本
は
462
ノ
次
、
伏
見
宮
旧
蔵
本
、
天
理
本
は
同
じ
く
二
箇
所
を

指
示
）。

　
　
　

或
本
有
（
墨
）

　
　
　

ソ
メ
ト
ノ　

ア
ハ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

キ
フ
ミ
ノ
ア
キ
モ
チ
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ウ
キ
ヨ
ヲ
ハ
ヨ
ソ
メ
ト
ノ
ミ
モ
ノ
カ
レ
ユ
ク
ク
モ
ノ
ア
ハ
タ
ツ
ヤ
マ
ノ

フ
モ
ト
ニ

　
　
　

無
御
本

　

こ
の
箇
所
、
伏
見
宮
旧
蔵
本
は
二
箇
所
の
朱
丸
の
前
者
に
左
合
点
、
後

者
に
右
合
点
を
付
す
が
、
本
書
に
は
な
い
。

　

異
本
歌
6
、
532
に
朱
頭
書
、
箇
所
の
指
示
な
し
（
清
輔
本
は
532
ノ
次
、

顕
昭
本
は
他
の
二
本
と
も
531
ノ
次
）。

　
　
　

有
他
本
（
墨
）

オ
チ
タ
キ
ツ
カ
ハ
セ
ニ
ナ
ヒ
ク
サ
タ
カ
タ
モ
ヲ
モ
ハ
サ
ラ
メ
ヤ
コ
ヒ
シ

キ
コ
ト
ヲ

　
　
　

無
御
本

　

こ
の
異
本
歌
6
に
つ
い
て
、
か
つ
て
久
曽
神
氏
に
従
っ
て
532
ノ
次
が
指

示
さ
れ
て
い
る
と
し
た
が
、
今
回
見
る
限
り
、
箇
所
の
指
示
は
な
い（
（（
（

。
従
っ

て
、
本
書
が
他
の
顕
昭
本
と
異
な
っ
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
。

　

異
本
歌
7
、
朱
頭
書
、
朱
丸
で
636
ノ
次
を
指
示
（
位
置
諸
本
と
同
じ
）。

　
　
　

有
他
本
（
墨
）

マ
ツ
ヒ
ト
モ
コ
ヌ
モ
ノ
ユ
ヘ
ニ
ウ
ク
ヒ
ス
ノ
ナ
キ
ツ
ル
ハ
ナ
ヲ
ヲ
リ
テ

ケ
ル
カ
ナ

　
　
　

無
御
本

　

異
本
歌
8
、
朱
頭
書
、
朱
丸
で
649
ノ
次
を
指
示
（
位
置
諸
本
と
同
じ
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヨ
ミ
人
シ
ス
ス

ス
マ
ノ
ア
マ
ノ
シ
ホ
ヤ
キ
コ
ロ
モ
ナ
レ
ヌ
レ
ハ
ウ
ト
ク
ノ
ミ
コ
ソ
ミ
エ

ツ
タ
リ
ケ
レ

　
　
　

無
御
本

　

658
な
し
。
658
を
欠
く
本
は
他
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。
本
書
は
底
本
と
同

じ
行
数
で
書
写
し
て
い
る
の
で
、
本
書
の
脱
落
で
は
な
く
、
ま
た
、
鎌
倉

期
写
本
の
俤
を
残
し
て
い
る
の
で
、｢

慶
長
間
ノ
抄
本｣

よ
り
も
古
く
か

ら
欠
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
当
初
か
ら
欠
け
て
い
た
と
は

考
え
に
く
い
。
な
ぜ
な
ら
、
658
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
の
は
、

近
時
の
書
入
と
思
わ
れ
る｢

校
本
（
朱
）｣

に
よ
る
注
記
の
み
だ
か
ら
で

あ
る
。
本
書
に
は｢

女
本｣

を
初
め
数
本
の
校
合
が
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ

に
も
658
が
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
一
言
す
る
と
、
こ
の

箇
所
に
よ
り｢

女
本｣

が
658
を
欠
く
と
し
た
『
古
今
集
校
本
』
の
判
断
は

結
果
的
に
は
誤
り
で
あ
ろ
う（
（（
（

。

　

695 

694
の
排
列
と
な
り
、
朱
線
朱
丸
で
御
本
は
694 

695
の
排
列
で
あ
る
こ
と

を
示
す
（
こ
の
排
列
、
顕
昭
本
中
伏
見
宮
旧
蔵
本
と
の
み
一
致
、
他
に
花

山
法
皇
御
本
に
見
ら
れ
る
。
清
輔
本
以
下
諸
本
694 

695
の
排
列
）。

　

こ
の
排
列
は
花
山
法
皇
御
本
を
除
け
ば
本
書
と
伏
見
宮
旧
蔵
本
の
み
に
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見
ら
れ
る
も
の
で
、
か
つ
て
拙
著
で
伏
見
宮
旧
蔵
本
の
書
き
誤
り
の
可
能

性
に
言
及
し
た
が
、
こ
の
二
本
に
直
接
の
関
係
が
見
ら
れ
な
い
の
に
一
致

を
見
る
の
は
、
単
純
な
誤
り
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

こ
の
排
列
に｢
女
本｣
の
異
同
注
記
が
な
い
こ
と
か
ら
、
久
曽
神
氏
は
女

本
は
695 

694
の
排
列
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
基
俊
本
と
関
係
す
る
花
山
法
皇
御

本
も
こ
の
排
列
で
あ
る
こ
と
は
偶
然
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

異
本
歌
9
、
朱
頭
書
、
朱
丸
で
698
ノ
次
を
指
示
（
顕
昭
本
三
本
一
致
、

清
輔
本
、
定
家
本
墨
滅
は
697
ノ
次
）。

　
　
　

或
本
此
哥
違
（
墨
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ツ
ラ
ユ
キ

ミ
チ
シ
ラ
ハ
ツ
ミ
ニ
モ
ユ
カ
ム
ス
ミ
ノ
エ
ノ
キ
シ
ニ
ヲ
フ
テ
フ
コ
ヒ
ワ

ス
レ
ク
サ

　
　
　

無
御
本

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、｢

或
本
此
哥
違｣

と
い
う
わ
か
り
に
く
い
注

記
で
あ
る
。
か
つ
て
拙
著
167
頁
で
言
及
し
、
意
味
不
明
と
し
た
が
、
永
治

二
年
清
輔
本
の
宮
本
家
本
、
保
元
二
年
清
輔
本
の
尊
経
閣
本
、
伏
見
宮
旧

蔵
一
本
に
見
ら
れ
る
注
記
で
、
他
の
顕
昭
本
に
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
な
ど
は
本
書
が
他
の
顕
昭
本
と
直
接
的
な
書
承
関
係
が
な
い
こ
と
を

示
す
一
例
で
あ
る
。

　

異
本
歌
10
、
朱
頭
書
、
朱
丸
で
739
ノ
次
を
指
示
（
位
置
諸
本
と
同
じ
）。

　
　
　

有
他
本
（
墨
）

マ
ナ
ツ
ル
ノ
ア
シ
ケ
ノ
コ
マ
ヤ
ナ
カ
ス
シ
ノ
ワ
カ
マ
ヘ
ユ
カ
ハ
ア
ユ
ミ

ト
ヽ
マ
レ

　
　
　

無
御
本

　

異
本
歌
11
、
12
、
朱
頭
書
、
朱
丸
で
751
ノ
次
を
指
示
（
位
置
諸
本
と
同

じ
）。

　
　
　

或
本
有
此
哥
又
在
新
撰　

雑
部
下
如
何

（
墨
）

　
　
　

ア
メ
ノ
ミ
カ
ト
ノ
ア
フ
ミ
ノ
ウ
ネ
メ
ニ
タ
マ
ヒ
ケ
ル

イ
ヌ
カ
ミ
ヤ
ト
コ
ノ
ヤ
マ
カ
セ
イ
サ
ラ
ナ
ハ
イ
サ
ト
コ
タ
ヘ
ヨ
ワ
カ
ナ

モ
ラ
ス
ナ

　
　
　

ウ
ネ
ヘ
御
カ
ヘ
シ

ヤ
マ
シ
ナ
ノ
ヲ
ト
ハ
ノ
ヤ
マ
ノ
ヲ
ト
ニ
タ
ニ
人
ノ
シ
ル
ヘ
ク
ワ
カ
コ
ヒ

メ
ヤ
ハ

　
　
　

両
首
無
御
本

　

異
本
歌
13
、
朱
頭
書
、
朱
線
朱
丸
で
757
ノ
次
を
指
示
（
位
置
諸
本
と
同

じ
）。

　
　
　

有
或
本
（
墨
）

　
　
　

ソ
ト
ヲ
リ
ヒ
メ
ノ
ミ
カ
ト
ニ
タ
テ
マ
ツ
ル
ウ
タ
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ト
コ
シ
ナ
ヘ
ニ
キ
ミ
モ
ア
ヘ
ム
ヤ
イ
ソ
ナ
ト
リ
ソ
キ
タ
マ
モ
ヽ
ヨ
ル
ト

キ
ニ

　
　
　

無
御
本

　

異
本
歌
14
、
朱
頭
書
、
朱
線
朱
丸
で
759
ノ
前
（
758
ノ
次
）
を
指
示
（
位

置
顕
昭
本
二
本
は
759
ノ
次
、
他
の
諸
本
は
本
書
と
同
じ
）。

　
　
　

有
或
本
（
墨
）　　

无
御
本

コ
ト
テ
シ
ハ
タ
レ
ナ
ラ
ナ
ク
ニ
ヲ
ヤ
マ
タ
ノ
ナ
ワ
シ
ロ
ミ
ツ
ノ
ナ
カ
ヨ

ト
ミ
ヌ
ル

　

異
本
歌
15
、
朱
頭
書
、
朱
線
朱
丸
で
762
ノ
次
を
指
示
（
位
置
諸
本
と
同

じ
）。

　
　
　

有
或
本
（
墨
）

ト
シ
フ
レ
ハ
コ
ヽ
ロ
ヤ
カ
ハ
ル
ア
キ
ノ
ヨ
ノ
ア
カ
ナ
モ
シ
ラ
ス
ワ
シ
ハ

ナ
ニ
ト
キ

　
　
　

無
御
本

　

異
本
歌
の
注
記
は
以
上
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
見
れ
ば
、
本
書
が
顕
昭
本

と
し
て
の
特
徴
を
具
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
307 

306
の
排
列
の

箇
所
に
お
け
る
左
右
の
合
点
の
よ
う
に
、
明
ら
か
に
伏
見
宮
旧
蔵
本
と
一

致
す
る
点
が
あ
る
。
こ
の
合
点
は
同
様
に
本
文
に
も
多
く
見
え
る
。
ま
た
、

異
本
歌
5
の
箇
所
も
顕
昭
本
三
本
の
み
独
自
の
特
徴
を
持
つ
。
し
か
し
、

そ
の
一
方
で
、
異
本
歌
14
の
よ
う
に
他
の
顕
昭
本
と
異
な
り
、
清
輔
本
に

一
致
す
る
箇
所
も
あ
る
。
異
本
歌
9
の
注
記｢

或
本
此
哥
違｣

の
よ
う
に

独
自
に
清
輔
本
に
一
致
す
る
も
の
も
あ
り
、
伏
見
宮
旧
蔵
本
の
単
な
る
転

訛
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
顕
昭
本
の
特
徴
と
し
て
、
次
の
点
も
挙
げ
ら
れ
る
。

　

各
巻
巻
頭
の
歌
数
並
び
に
他
本
歌
注
記
に
つ
い
て
で
あ
る
。
列
記
す
る

と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
（
巻
一
）
春
上
六
十
八
首
、
此
中
返
哥
一
ー

　
（
巻
二
）
春
下
六
十
六
首
（
以
下
朱
）
此
外
他
本
哥
二
首
カ
キ
イ
レ
ラ

レ
タ
リ

　
（
巻
三
）
夏
歌
三
十
四
首

　
（
巻
四
）
秋
上
八
十
首

　
（
巻
五
）
秋
下
六
十
五
首

　
（
巻
六
）
歌
廿
九
首

　
（
巻
七
）
歌
廿
二
首

　
（
巻
八
）
歌 

一
首

　
（
巻
九
）
歌
十
六
首
、
此
中
折
句
哥
一
首

　
（
巻
十
）
歌 

七
首
此
返
哥
一
ー
折
句
哥
一
ー
（
以
下
朱
）
此
外
他
本

哥
三
首
勘
入
之
、
人
不
知
一
ー
、
小
町
一
ー
、
綾
茂
一
ー
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（
巻
十
一
）（
朱
）
如
目
六
八
十
二
首
也
、
無
名
哥
一
首
過
了
、
此
外
他

本
哥
一
首
勘
入
之
、
人
不
知
哥

　
（
巻
十
二
）
歌
六
十
四
首
、
此
中
返
哥
一
ー

　
（
巻
十
三
）
歌
六
十
一
首
、
此
中
返
哥
二
首
、（
以
下
朱
）
此
外
他
本
哥

二
首
勘
入
之
、
已
上
人
不
知
哥
、
但
一
首
躬
恒
次
也

　
（
巻
十
四
）
歌
七
十
首
、
此
中
返
哥
二
ー
（
以
下
朱
）
此
外
他
本
哥
二

首
勘
入
之
、
已
上
人
不
知
、
但
一
首
貫
之
哥
次
也

　
（
巻
十
五
）
歌
八
十
二
首
、
此
中
返
哥
二
ー
（
以
下
朱
）
此
外
他
本
哥

五
首
勘
入
也
、
一
首
天
帝
、
一
首
近
江
采
女
、
三
首
人
不
知

　
（
巻
十
六
）
歌
卅
四
首

　
（
巻
十
七
）
歌
七
十
一
首
、
此
中
返
哥
二
首

　
（
巻
十
八
）
歌
六
十
八
首
、
此
中
返
哥
三
首

　
（
巻
十
九
）
合
六
十
八
首
、
短
哥
五
首
、
長
一
首
、
旋
頭
四
首
、
誹
諧

五
十
八
首

　
（
巻
二
十
）
歌
卅
二
首
（
以
下
朱
）
如
目
六
合
千
九
十
九
首
也
、
而
如

此
本
千
百
首
、
恋
第
一
部
無
名
哥
一
首
過
上

　

こ
の
注
記
、
就
中
異
本
歌
注
記
が
清
輔
本
や
顕
昭
本
の
成
立
に
重
要
な

示
唆
を
与
え
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が（
（（
（

、
本
書
の
注
記
は
基
本
的
に
他
の

顕
昭
本
二
本
と
一
致
し
て
い
る
。
中
に
は
、
巻
十
に
お
い
て
、｢

此
内
返

哥
云
々｣

と
あ
る
べ
き
が
、｢

内｣

を
脱
落
し
、
巻
十
一
に
お
い
て
、
最

初
に｢

歌
八
首
、
此
中
返
哥
一
首｣

と
あ
る
べ
き
を
全
て
脱
落
す
る
な
ど

独
自
の
誤
り
も
あ
る
が
、
特
徴
は
一
致
す
る
。

　

ま
ず
、
各
巻
歌
数
の
表
記
法
は
、
清
輔
本
に
お
い
て
は
、｢

部
立
名
幾

首｣

と
す
る
方
式
と｢

歌
幾
首｣

と
す
る
方
式
と
が
あ
り
、
初
期
の
段
階

の
伝
本
で
は
前
者
を
、
後
期
の
段
階
の
伝
本
で
は
後
者
を
採
る
。
ま
た
、

異
本
歌
注
記
で
は
、｢

カ
キ
イ
レ
ラ
レ
タ
リ｣

と
す
る
方
式
と｢

勘
入
之｣

と
す
る
方
式
と
が
あ
り
、
初
期
の
段
階
の
伝
本
で
は
前
者
を
、
後
期
の
段

階
の
伝
本
で
は
後
者
を
採
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
顕
昭
本
で
は｢

部
立
名
幾
首｣

と｢

歌
幾
首｣

が
混
在
し
、

巻
一
か
ら
五
と
、
そ
れ
以
下
に
分
か
れ
る
。
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、

本
書
も
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
巻
二
の
み｢

カ
キ
イ
レ
ラ
レ

タ
リ｣

と
す
る
の
も
顕
昭
本
の
特
徴
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
本
書
は
仮
名
序
の｢

ち
う
た
は
た
ま
き｣

の
注
に
次
の
よ
う

に
あ
る
。

和
歌
千
一
百
一
首
也
、
付
云
吉
書
千
歌
歟
、
但
射
山
御
本
ニ
ハ
千
九

十
五
首
也
、
件
本
貫
之
自
筆
云

〻
、
但
或
説
云
、
貫
之
自
哥
ヲ
不
入

撰
上
千
首
、
而
後
貫
之
哥
九
十
九
首
ヲ
依
勅
点
進
入
之
云

〻
、
如
目

録
千
九
十
九
首
也
（
以
下
朱
）
此
外
他
本
哥
十
五
首
書
入
ラ
レ
タ
リ
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こ
れ
は
永
治
二
年
本
と
保
元
二
年
本
と
を
合
成
し
た
形
態
で
正
に
顕
昭

本
と
一
致
し
て
い
る
。

　

例
証
は
こ
の
あ
た
り
ま
で
と
す
る
が
、
本
書
は
従
来
顕
昭
本
と
さ
れ
て

き
た
伏
見
宮
旧
蔵
本
、
天
理
本
と
明
ら
か
に
同
系
統
本
で
あ
り
、
こ
れ
ら

三
本
の
特
徴
を
以
て
顕
昭
本
の
特
徴
と
称
し
て
差
支
え
な
い
と
考
え
る
。

三
、
奥
書

　

こ
こ
ま
で
の
検
討
で
も
、
本
書
が
奥
書
通
り
顕
昭
本
で
あ
り
、
か
つ
伏

見
宮
旧
蔵
本
に
近
い
本
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
顕

昭
本
と
し
て
の
独
自
性
も
あ
る
の
で
、
そ
の
点
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
書
に
は｢

女
本
（
基
俊
本
と
考
え
ら
れ
る
）｣

を
初

め
様
々
な
校
合
書
入
が
な
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
は
顕
昭
本
で
あ
る
と
い

う
以
上
に
重
要
な
価
値
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
顕
昭
本
と
し
て
の
細
部
の
検

討
は
後
回
し
に
し
て
、
ま
ず
は
複
雑
な
書
入
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
す
る

と
、
一
見
す
る
だ
け
で
、
本
書
の
書
写
面
が
難
解
き
わ
ま
り
な
い
様
相
を

呈
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
奥
書
も
独
自
な
も
の
が
あ
る
。
以

下
、
奥
書
か
ら
順
次
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

ま
ず
、
本
書
に
は
巻
頭
に
清
輔
本
、
顕
昭
本
共
通
の
特
徴
で
あ
る
通
宗

の
識
語
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
述
べ
る
こ
と
は
な
い
。

　

巻
末
は
、
巻
二
十
の
後
、
真
名
序
を
後
回
し
に
し
て
、
直
ち
に
保
元
二

年
、
平
治
元
年
の
二
種
の
清
輔
奥
書
が
あ
る
。
こ
の
点
、
真
名
序
の
後
に

二
種
の
清
輔
奥
書
を
有
す
る
伏
見
宮
旧
蔵
本
と
は
異
な
る
。
ま
た
、
伏
見

宮
旧
蔵
本
は
本
書
奥
書
末
尾
の
清
輔
の
署
名｢

和
歌
得
業
生｣

と｢

書
写

校
合
不
実（
交
）他
人
之
功｣

の
字
句
を
欠
い
て
い
る
点
（
こ
れ
ら
は
保
元
二
年

清
輔
本
に
は
存
在
す
る
）
本
書
と
異
な
る（
（（
（

。
当
然
な
が
ら
本
書
の
方
が
完

全
で
あ
る
。
さ
て
、
何
故
本
書
で
は
奥
書
が
真
名
序
の
前
に
あ
る
か
は
不

明
で
あ
る
が
、
本
来
清
輔
本
の
底
本
で
あ
っ
た
通
宗
本
に
は
真
名
序
は
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
、
清
輔
本
、
顕
昭
本
を
通
じ
て
、
真
名
序
は
位
置
、
本

文
と
も
に
不
安
定
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
伏
見
宮
旧
蔵
本
で
、
真
名
序
の
み

別
筆
で
あ
る
の
も
意
味
あ
り
げ
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
真
名
序
の
存

在
の
不
安
定
さ
を
物
語
る
も
の
と
考
え
る
。

　

次
の
真
名
序
は
本
文
、
訓
点
と
も
に
必
ず
し
も
伏
見
宮
旧
蔵
本
や
天
理

本
と
一
致
せ
ず
、
仮
名
序
や
歌
本
文
ほ
ど
の
類
似
は
な
い
（
後
述
）。
但
し
、

勘
物
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

　

真
名
序
末
に｢

或
本
云
、　

花
山
法
皇
御
本
也
、
於
関
白
殿
捻（
撰
）和
哥
所

／
校
貫
之
自
筆
本
了
、
于
時
長小
一
条（
墨
）乙
亥（
墨
）

元
第
八
秋
也
（
朱
書
小
字
）｣

と
あ
る
の
は
、

伏
見
宮
旧
蔵
本
と
同
一
で
あ
る
。
但
し
、
墨
傍
書
は
後
人
の
所
為
で
あ
ろ
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う
。
伏
見
宮
旧
蔵
本
に
は
な
い
。
そ
の
代
り
、
伏
見
宮
旧
蔵
本
に
は
こ
の

後
に
同
じ
く
朱
で｢

以
書
写
本
一
校
了
、
考
物
朱
付
并
注
等
同
以
校
合
之

　
　

僧
印
雅｣
と
印
雅
の
奥
書
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
以
前
、

長
元
八
年
（
一
〇
三
五
）
奥
書
は
基
俊
本
よ
り
転
記
さ
れ
た
も
の
で
、
真

名
序
に
の
み
係
り
、
印
雅
の
奥
書
は
古
今
集
全
体
に
係
る
も
の
と
考
え
た

が
、
そ
の
考
え
に
変
わ
り
は
な
い
。
本
書
が
印
雅
奥
書
を
欠
く
こ
と
か
ら
、

む
し
ろ
補
強
さ
れ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い（
（（
（

。
つ
ま
り
、
本
書
は
伏
見

宮
旧
蔵
本
と
近
い
伝
来
を
有
す
る
が
、
印
雅
の
手
は
経
て
い
な
い
伝
本
と

考
え
る
。

　

次
の
顕
昭
奥
書
は
本
書
独
自
の
も
の
で
あ
る
。｢
中
戸
部
二
千
石｣

に

つ
い
て
は
、
樋
口
氏
は｢

古
正
本
古
今
和
歌
集
考｣
で
定
家
と
す
る
が
、

賛
同
し
が
た
く
、
久
曽
神
氏
は｢

平
戸
部
二
千
石｣

で
平
親
範
か
と
さ
れ

る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
今
考
え
得
な
い
。

　

最
後
に
半
葉
の
空
白
を
隔
て
て
、
女
本
の
奥
書
で
あ
る
康
和
二
年
（
一

一
〇
〇
）
基
俊
奥
書
が
あ
る
。
本
書
の
校
異
で
女
本
と
称
す
る
も
の
が
基

俊
本
で
あ
る
と
す
る
根
拠
で
あ
る
。
文
中
の｢

大
理
左
衛
門
督｣

が
公
実

で
あ
る
こ
と
は
諸
家
の
指
摘
の
通
り
で
あ
る
。
さ
ら
に｢

本
集
奥
銘｣

と

す
る
奥
書
が
あ
り
、
こ
れ
は
注
（
15
）
に
引
用
し
た
花
山
法
皇
御
本
が

｢

基
俊
本
云｣

と
し
て
引
用
す
る
も
の
と
ほ
と
ん
ど
同
一
で
、
な
お
か
つ

本
書
真
名
序
末
に
あ
る
奥
書
と
も
類
似
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
総
合
的
に
考
え
れ
ば
、
顕
昭
は
少
な
く
と
も
基
俊
本
を
知
っ

て
お
り
、
真
名
序
に
関
し
て
参
考
に
し
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
を
示
す
の

が
、
真
名
序
末
の
奥
書
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
本
書
で
顕
昭
奥
書
の
後
に
書

か
れ
た
基
俊
本
奥
書
は
、
そ
れ
と
は
別
時
の
校
合
を
示
す
も
の
で
、
そ
れ

が
本
書
の
女
本
と
の
校
異
に
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
後
者
に
つ
い
て
は

顕
昭
の
所
為
か
否
か
は
別
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

本
書
に
は
女
本
と
の
校
異
の
ほ
か
、｢

他
本｣

｢

或
本
（
清
輔
本
以
来
の

も
の
と
は
別
）｣｢

私｣
｢

校
本｣

｢

本｣
｢

イ
本｣

な
ど
の
書
入
が
あ
り
、

そ
の
性
格
の
見
極
め
が
難
し
い
。
こ
の
う
ち｢

私｣

は
校
異
も
あ
る
が
多

く
は
語
釈
で
、
他
は
本
文
校
異
が
中
心
で
あ
る
。｢

校
本｣

｢

本｣

に
つ
い

て
は
、
筆
跡
が
異
な
り
、
近
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。

四
、｢

女
本｣

に
つ
い
て

　

ま
ず
は
、
基
俊
本
で
あ
る｢

女
本｣

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
女
本
と
の
校
合
作
業
が
顕
昭
に
よ
る
か
否

か
は
重
要
で
あ
る
が
、
難
し
い
問
題
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
つ
い
て
、
花
山
法
皇
御
本
の
奥
書
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
全
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文
を
掲
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る（
（（
（

。

　
　

書
本
云

依　

北
院
御
室
之
仰
、
以
清
輔
朝
臣
／
自
筆
古
今
顕
照
法
橋
令
注

進
之
／
時
、
此
一
本
所
奉
譲
別
当
僧
都
／
也
、
而
昭
清
嗜
此
道
送

多
年
之
間
／
蒙
仰
所
令
書
写
也
、
深
納
箱
底
／
不
可
及
外
見
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
清
水
前
修
理
別
当
法
眼
和
尚
位

而
今
不
慮
之
外
以
照
（
マ
マ
）清
之
本
貞
応
元
年
七
月
九
日
書
写
之
後
、
以

基
俊
／
自
筆
之
本
交
合
了
、
基
俊
本
云
、
／
此
本
以
花
山
院
御
筆

本
書
写
了
、
／
此
奥
書
云
、
於
賀
院
撰
和
哥
所
宣
校
／
貫
之
自
筆

本
書
之
云

〻

　

こ
の
奥
書
に
つ
い
て
は
西
村
加
代
子
氏
に
考
証
が
あ
る（
（（
（

。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、｢

北
院
御
室｣

は
守
覚
法
親
王
、｢

別
当
僧
都｣
は
石
清
水
別
当
で
権

大
僧
都
に
な
っ
た
顕
昭
の
弟
子
幸
清
、
奥
書
の
主｢

石
清
水
前
修
理
別
当

法
眼
和
尚
位｣

は
奥
書
中
に
見
え
る
昭
清
で
あ
る
。
な
お
幸
清
は
、
顕
昭

本
の
中
、
伏
見
宮
旧
蔵
本
奥
書
で
顕
昭
が
建
永
元
年
（
一
二
〇
六
）
古
今

集
を
授
け
た
人
物
で
あ
る
。

　

西
村
氏
は
こ
の
奥
書
に
つ
い
て
、
顕
昭
の
古
今
集
注
の
奥
書
と
比
べ
合

せ
て
、
顕
昭
が
古
今
集
注
を
守
覚
法
親
王
に
二
度
目
に
注
進
し
た
建
久
二

年
（
一
一
九
一
）
に
古
今
集
を
弟
子
幸
清
に
譲
っ
た
と
解
さ
れ
た
。
当
時

幸
清
は
十
五
歳
で
あ
る
の
で
、
西
村
氏
は｢

や
や
若
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

が
、
幸
清
は
す
で
に
法
眼
と
い
う
高
い
僧
位
に
叙
せ
ら
れ
て
い
た
か
ら
、

こ
の
建
久
二
年
の
折
と
み
る
方
が
考
え
や
す
い
で
あ
ろ
う（
（（
（

｣

と
さ
れ
た
。

つ
い
で
そ
れ
を
昭
清
が
書
写
し
た
こ
と
に
な
る
。
前
後
の
事
情
を
考
え
る

と
、
顕
昭
が
幸
清
に
古
今
集
を
譲
っ
た
の
は
、
伏
見
宮
旧
蔵
本
奥
書
の
よ

う
に
、
建
永
元
年
（
幸
清
二
十
九
歳
）
か
、
一
部
の
顕
昭
本
奥
書
に
見
え

る
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
、
幸
清
二
十
五
歳（
（（
（

）
の
方
が
自
然
で
あ
る
が
、

花
山
法
皇
御
本
奥
書
を
見
る
限
り
は
建
久
二
年
頃
と
せ
ざ
る
を
え
ま
い
。

　

さ
て
、
注
目
す
べ
き
は
そ
の
次
で
あ
る
。
顕
昭
本
を
書
写
し
た
昭
清
の

古
今
集
を
貞
応
元
年
（
一
二
二
二
）
七
月
九
日
に
某
が
書
写
し
、
そ
の
後

さ
ら
に
基
俊
自
筆
本
で
校
合
し
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
が
事
実
で
あ
る
こ

と
は
、
そ
の
後
に
基
俊
本
の
奥
書
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
明
ら
か

で
あ
る
。

　

現
在
の
花
山
法
皇
御
本
は
こ
の
奥
書
に
ふ
さ
わ
し
い
書
写
面
を
持
た
な

い
が
、
一
方
、
こ
の
状
況
は
本
書
に
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
。
も
し
、
こ
の
奥

書
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
本
書
の
成
立
を
意
味
す
る
な
ら
、
本
書
に

見
え
る
女
本
（
基
俊
本
）
と
の
校
異
は
貞
応
元
年
以
後
に
行
わ
れ
た
こ
と

に
な
り
、
顕
昭
で
は
あ
り
得
な
い
。

　

し
か
し
、
そ
う
断
定
す
る
に
は
一
つ
問
題
が
あ
る
。
花
山
法
皇
御
本
の
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奥
書
が
独
自
の
事
実
を
有
す
る
の
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
よ
う
な
顕
昭
本
を

見
て
、
そ
の
奥
書
に
よ
っ
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
書
に
そ

の
よ
う
な
奥
書
や
識
語
は
一
切
見
え
な
い
。
転
写
を
く
り
返
す
間
に
失
わ

れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
直
ち
に
納
得
し
が
た
い
。
そ
の
一
方
、
顕
昭

本
に
基
俊
本
を
校
合
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
複
数
回
行
わ
れ
た
と
も
に
わ

か
に
考
え
に
く
い
。
結
局
、
花
山
法
皇
御
本
奥
書
に
見
え
る
基
俊
本
校
合

の
事
実
が
本
書
と
直
接
関
わ
る
と
考
え
る
こ
と
は
、
十
分
な
可
能
性
を
有

す
る
が
、
さ
り
と
て
断
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

さ
て
、
こ
う
し
て
本
書
の
基
俊
本
校
合
が
顕
昭
の
手
に
な
る
か
否
か
は

花
山
法
皇
御
本
の
奥
書
に
よ
る
限
り
で
は
決
め
手
を
欠
く
こ
と
に
な
る
が
、

他
に
や
は
り
顕
昭
の
所
為
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
徴
証
が
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
本
書
の
女
本
と
校
合
が
な
さ
れ
て
い
る
箇
所
の
中
に
、
本
行

に
誤
り
が
あ
る
箇
所
や
、
誤
り
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
顕
昭
本
と
し
て
あ

ま
り
に
異
例
な
箇
所
が
ま
ま
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う

な
箇
所
で
あ
る
。

　

1
、
30　

か
り
か
へ
る
めナ
女

り

　

2
、
206　

なメ
ツ
ラ
女つ
か
し
き
か
な

　

3
、
318　

すス
ヽ
キ
女か

き
を
し
な
み

　

4
、
414
詞　

し
はラ
女

山

　

5
、
429
詞　
（
本
書
ナ
シ
）
カ
ラ
モ
ノ
ヽ
ノ
ハ
ナ
女

　

6
、
512　

あ
は
さ
ら
むメ
ヤ
ハ
女や
と

　

7
、
535　

人
のハ
女

し
ら
な
ん

　

8
、
568　

いア
女

は
む
と
い
は
な
む

　

9
、
599　

し
ら
なタ
マ
女み
と

　

10
、
612　

ひ
こ
ほ
し
のモ
女

　

11
、
679　

い
そ
かノ
女

神

　

12
、
719　

わ
れ
を
う
ら
む
るナ
女

　

13
、
725　

あ
き
か
せ
のニ
女

　

14
、
728
作
者　

し
も
つ
け
の無
ノ
女ゝ
を
む
ね

　

15
、
772　

な
く
ゆ
ふ
く
れ
のハ
女

　

16
、
847　

な
り
にヌ
女

な
り

　

17
、
873
詞　

なタ
女

か
な
ら
む

　

18
、
882　

雲
の
よミ
ヲ
女そ
ま
て（
（（
（

　

19
、
901　

さ
ら
ぬ
わ
か
れ
もノ
女

　

20
、
912　

み
ま
く
もノ
女

ほ
し
き

　

21
、
1055　

こヤ
シ
ロ
女ゝ

ろ
こ
そ

　

こ
の
中
に
は
、
な
ん
と
か
通
ず
る
も
の
も
あ
る
が
、
3
4
5
8
9 

11 

12

 

16 

18 

21
な
ど
は
と
う
て
い
認
め
難
い
本
文
で
、
仮
に
顕
昭
が
誤
写
し
た
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と
し
て
も
、
顕
昭
自
身
が
他
の
本
を
校
合
す
る
際
に
、
誤
り
に
気
づ
か
ず
、

平
然
と
校
合
し
て
す
ま
せ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
箇

所
も
顕
昭
本
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
古
今
集
本
文
と
し
て
も
い
か
が
か
と

思
わ
れ
、
こ
の
よ
う
な
本
文
を
顕
昭
が
容
認
し
た
と
は
考
え
が
た
い
。

　

つ
ま
り
、
も
し
校
合
が
顕
昭
の
所
為
な
ら
、
そ
の
際
誤
り
に
気
づ
い
て
、

本
文
そ
の
も
の
が
改
め
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
こ
れ
が
意

味
す
る
と
こ
ろ
は
、
本
文
の
誤
り
が
、
顕
昭
本
に
本
来
あ
っ
た
の
か
、
そ

れ
と
も
転
写
の
際
の
も
の
な
の
か
に
関
わ
ら
ず
、
校
合
し
た
の
は
後
人
で

あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

顕
昭
本
は
底
本
の
本
文
を
改
め
る
の
に
慎
重
な
面
も
あ
り
、
不
審
な
本

文
が
そ
の
ま
ま
に
な
る
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、
巻
十
一
の
部
立
が｢

恋

歌｣

と
あ
っ
て｢

一｣

を
欠
き
、
巻
十
七
の
部
立
が｢
雑
哥｣

と
あ
っ
て

｢

上｣

を
朱
補
す
る
が
ご
と
き
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
先
に
あ
げ
た
箇
所
全
て
が
、
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
て
、
女
本
が
校
合
さ
れ
た
時
点
で
、

既
に
顕
昭
の
意
図
と
異
な
る
本
文
の
誤
り
が
あ
り
、
し
か
も
校
合
さ
れ
て

も
正
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
女
本
と
の
校
合
は
顕
昭
自

身
で
な
い
可
能
性
が
高
ま
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
女
本
以
外
の
本
の
校
合
箇
所
に
同
様
の
例
は
な
い
の
で
あ

ろ
う
か
。
調
べ
て
み
て
も
そ
の
よ
う
な
箇
所
は
ほ
と
ん
ど
見
当
ら
な
い
。

特
に｢

他
本｣

と
の
校
合
は
全
巻
に
亘
っ
て
い
て
、
多
く
の
箇
所
に
校
合

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
し
い
箇
所
は
な
い
。
他
の
諸
本
の
校
合
も

同
様
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
女
本
以
外
の
本
に
つ
い
て
、
右
の
よ
う
な
徴
証
は
認
め
ら
れ

な
い
こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
考
察
か
ら
は
そ
れ
る
が
、
女
本
が
基
俊
本
で
あ
る

こ
と
は
、
西
下
氏
以
来
自
明
の
こ
と
と
さ
れ
、
奥
書
を
信
じ
る
限
り
疑
え

な
い
の
で
あ
る
が
、
久
曽
神
氏
著
書
の
校
異
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
女
本

の
本
文
は
あ
ま
り
に
特
異
で
あ
る
。
平
安
時
代
の
古
今
集
が
様
々
な
異
文

を
有
す
る
こ
と
は
元
永
本
や
伝
公
任
筆
本
を
見
て
も
想
像
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
俊
成
が
師
基
俊
か
ら
譲
ら
れ
た
古
今
集
は

本
当
に
こ
の
よ
う
な
本
文
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
不
思
議
な
思
い
を

禁
じ
え
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。

五
、｢

他
本｣

に
つ
い
て

　

次
に
、
女
本
に
次
い
で
校
合
箇
所
が
多
い
他
本
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

こ
の
他
本
は
、
ま
ま
特
異
な
本
文
が
あ
り
、
定
家
本
（
俊
成
本
を
含
む
）
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で
も
顕
昭
本
（
清
輔
本
を
含
む
）
で
も
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま

た
、
現
在
知
ら
れ
る
い
ず
れ
の
諸
本
と
も
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。

　

他
本
と
の
校
合
は
仮
名
序
と
本
文
に
な
さ
れ
て
い
て
、
真
名
序
に
は
な

い
。
特
異
な
本
文
が
き
わ
め
て
多
い
女
本
以
外
で
は
最
も
多
く
の
校
合
箇

所
が
あ
る
が
、
仮
名
序
後
半
に
全
く
校
異
が
な
か
っ
た
り
、
本
文
で
も
十

首
以
上
に
わ
た
っ
て
校
異
が
な
い
場
合
も
あ
り
、
全
文
校
合
か
否
か
は
不

明
で
あ
る
。
ま
た
、
校
合
の
方
式
に
は
特
徴
が
あ
り
、
校
異
本
文
を
片
仮

名
交
り
で
四
角
で
囲
ん
で
傍
書
し
、
そ
の
下
に｢

他｣

と
表
記
す
る
。

　

異
本
歌
の
注
記
は
一
切
無
く
、
そ
れ
を
信
ず
れ
ば
、
異
本
歌
は
一
切
無

い
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
排
列
に
関
す
る
注
記
も
き
わ
め
て
少
な
く
、
わ
ず
か
に
巻
二
に

お
い
て
、
底
本
で
154 

153
の
排
列
に
、｢

他
次
第｣

と
し
て
、
153 
154
の
順
で

あ
る
と
注
記
す
る
の
み
で
あ
る
。

　

異
本
歌
が
一
切
無
い
の
は
よ
い
と
し
て
、
排
列
の
相
違
が
本
書
と
一
箇

所
の
み
と
い
う
の
は
疑
問
で
あ
る
。
顕
昭
本
（
清
輔
本
も
含
む
、
以
下
同

じ
）
に
特
徴
的
な
巻
二
の
83 

86 

84 

85 

87
と
な
る
排
列
を
有
し
、
そ
の
他

の
箇
所
の
排
列
も
顕
昭
本
と
同
一
で
、
な
お
か
つ
顕
昭
本
で
な
い
と
は
考

え
に
く
い
。
結
局
、
排
列
に
は
さ
ほ
ど
注
意
を
払
っ
て
い
な
い
の
か
も
し

れ
な
い
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

　

他
本
が
顕
昭
本
で
な
い
の
は
任
意
に
校
異
を
見
て
い
く
だ
け
で
も
明
ら

か
と
な
る
。

　

以
下
は
、
上
段
が
底
本
、
下
段
が
他
本
の
校
異
で
あ
る
。
下
段
は
傍
書

か
ら
復
元
し
た
本
文
で
あ
る
。

　

1
、
仮
名
序
古
注　

セ
ウ
ト
ノ
カ
ミ
ノ
カ
タ
チ
ヲ
カ
タ
ニ
ヽ
ウ
ツ
リ
テ

─
セ
ウ
ト
ノ
カ
ミ
ノ
カ
タ
チ
ノ
カ
ヽ
ミ
ニ
ウ
ツ
リ
テ

　

2
、
同
古
注　

ミ
ヤ
ツ
ク
リ
シ
タ
マ
ウ
ト
キ
ニ
─
ミ
ヤ
ウ
ツ
リ
シ
タ
マ

ウ
ト
キ
ニ

　

3
、
同　

お
ほ
き
み
ゝ
つ
の
く
ら
ゐ
─
オ
ホ
キ
ミ
ム
ツ
ク
ラ
ヰ

　

4
、
61　

あ
か
れ
や
は
せ
ぬ
─
ア
カ
レ
ヤ
ハ
ス
ル

　

5
、
68
詞　

亭
子
院
の
哥
合
─
寛
平
御
時
中
宮
哥
合

　

6
、
76
詞　

さ
く
ら
の
は
な
の
ち
り
侍
け
る
を
見
て
よ
み
け
る
─
雲
林

院
ニ
テ
サ
ク
ラ
ノ
ハ
ナ
ヲ
ヨ
メ
ル

　

7
、
80
詞　

お
れ
る
さ
く
ら
の
─
サ
ケ
リ
ケ
ル
ハ
ナ
ノ

　

8
、
99　

こ
の
ひ
と
も
と
は
─
コ
ノ
ヒ
ト
エ
タ
ハ

　

9
、
108　

こ
と
や
わ
ひ
し
き
─
コ
ト
ヤ
カ
ナ
シ
キ

　

10
、
124
詞　

よ
し
の
か
は
の
つ
ら
に
─
ヨ
シ
ノ
カ
ハ
ノ
ヘ
ム
ニ

　

11
、
135　

い
つ
か
き
な
か
む
─
イ
マ
ヤ
キ
ナ
カ
ム

　

12
、
143　

は
つ
こ
ゑ
き
け
は
─
ナ
ク
コ
ヱ
キ
ケ
ハ
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13
、
146　

な
く
こ
ゑ
き
け
は
─
ハ
ツ
コ
ヱ
キ
ケ
ハ

　

14
、
156　

夏
夜
の
─
夏
夜
ヲ

　

15
、
160　

な
に
を
う
し
と
か
─
ナ
ニ
ヲ
ウ
シ
ト
テ

　

16
、
171　

こ
ろ
も
の
す
そ
を
─
コ
ロ
モ
ノ
ソ
テ
ヲ

　

17
、
173　

あ
ま
の
か
わ
ら
に
─
ア
マ
ノ
カ
ワ
ナ
ミ

　

18
、
182　

そ
て
そ
ひ
ち
ぬ
る
─
ソ
テ
ソ
ヌ
レ
ヌ
ル

　

19
、
183　

ま
ち
わ
た
る
へ
き
─
マ
チ
ワ
タ
ル
ラ
ム

　

20
、
186　

ま
つ
そ
か
な
し
き
─
モ
ノ
ソ
カ
ナ
シ
キ

　

一
応
こ
の
あ
た
り
に
す
る
が
、
単
純
な
誤
写
も
あ
ろ
う
が
、
特
異
な
本

文
を
含
む
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
、
元
永
本
や
雅
経
本
、
あ
る
い

は
伝
公
任
筆
本
な
ど
に
一
致
す
る
場
合
も
あ
り
、
そ
れ
ら
は
無
稽
な
本
文

で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
他
本
は
鎌
倉
時
代
初
期
ま
で
に
存
在
し
た
一
伝
本

と
認
め
ら
れ
る
。

　

ち
な
み
に
、
元
永
本
は
、
17
が
一
致
す
る
ほ
か
、
7
の
箇
所
が｢
さ
け

る
花
の｣

と
あ
る
。
雅
経
本
は
、
8 

12 

17
（
但
し
、｢

ら
に｣

と
傍
書
）

が
一
致
す
る
。
ま
た
、
伝
公
任
筆
本
は
、
9 

11
が
一
致
す
る
ほ
か
、
18
の

箇
所
が｢

そ
て
そ
ぬ
れ
け
る｣

と
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
う
し
て
他
本
は
系
統
不
詳
の
異
本
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
が
、
そ
の
校
合
に
つ
い
て
指
摘
す
べ
き
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

校
合
が
い
つ
の
時
点
で
な
さ
れ
た
か
で
あ
る
。
本
書
の
校
合
状
況
を
見
る

と
次
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　

他
本
と
の
校
異
は
四
角
の
囲
み
中
に
な
さ
れ
、
そ
の
下
に｢

他｣

と
書

か
れ
る
が
、
女
本
と
共
通
の
場
合
、｢

他
女｣

と
書
か
れ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、｢

他
女｣

と
な
っ
て
い
る
場
合
は
数
多
い
が
、｢

女
他｣

と
な
っ
て

い
る
例
は
ほ
と
ん
ど
無
い
。
例
外
は
497
第
四
句｢

あ
ふ
よ
し
を
な
み｣

の

｢

を｣

に｢

モ
女
他｣

と
あ
る
一
箇
所
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、｢

他
女｣

と

す
る
箇
所
は
例
外
な
く
囲
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
か

と
言
え
ば
、
他
本
の
校
合
は
女
本
の
校
合
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
と
い
う

こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
囲
み
の
校
異
と｢

他｣

の
注
記
が
な
さ
れ
た
後
、

女
本
も
同
じ
で
あ
っ
た
場
合
、｢

他｣

の
下
に｢

女｣

と
書
き
加
え
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
も
う
一
つ
指
摘
で
き
る
。
先
に
、
女
本
が
明
ら
か
に
誤
っ
て

い
る
本
文
に
校
異
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
そ
れ
故
女
本
の
校
異
は
顕
昭

自
身
で
は
な
い
と
述
べ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
場
合
、
他
本
も
加
わ
っ
て
い

て
、｢

他
女｣

と
さ
れ
た
箇
所
は
一
箇
所
も
な
い
。
す
る
と
、
他
本
の
校

合
が
単
に
女
本
の
校
合
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
お
そ
ら
く
、

別
時
、
別
人
の
手
に
な
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
他
本
の
校
合
が
行
わ
れ
た
時
に
は
、
本
文
は
誤
っ
て
い
な
か
っ
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た
可
能
性
が
高
い
。
一
歩
譲
っ
て
、
誤
り
を
見
落
と
し
た
と
し
て
も
、
同

一
人
物
な
ら
女
本
校
合
の
際
、
他
本
と
の
校
異
を
訂
正
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
推
論
を
重
ね
て
い
る
の
で
、
不
確
実
で
は
あ
る
が
、
他
本
は
女
本
以

前
別
時
に
、
別
人
が
校
合
し
た
可
能
性
が
高
い
。
あ
る
い
は
、
他
本
を
校

合
し
た
本
と
、
女
本
を
校
合
し
た
本
は
異
な
る
（
つ
ま
り
、
女
本
を
校
合

し
た
本
は
他
本
を
校
合
し
た
本
の
転
写
本
で
あ
る
）
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
仮
説
が
正
し
い
と
し
て
、
そ
れ
で
は
、
他
本
を
校
合
し
た
の
は
誰

な
の
で
あ
ろ
う
か
。
顕
昭
の
可
能
性
も
あ
り
そ
う
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん

断
定
で
き
な
い
。
一
応
可
能
性
を
残
す
に
止
め
、
こ
の
点
は
も
う
一
度
考

え
る
こ
と
に
す
る
。

四
、五
、
余
説
　｢

両｣

と
は
何
か

　

以
上
、
第
四
節
で
女
本
、
第
五
節
で
他
本
を
検
討
し
た
が
、
こ
の
二
本

に
関
し
て
は
、
な
お
考
え
る
べ
き
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
二
本
に
お

い
て
、
ま
ま｢

両｣

の
文
字
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
点
で
あ
る
。
例

え
ば
、｢

両
女｣

｢

女
両｣

｢

他
女
両｣

｢

他
両
本｣

の
よ
う
に
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
示
せ
ば
、｢

両
女｣

は
177 

320 

422 

606 

915
に
あ
り
、｢

女
両｣

は

506 

529 

632 

774 

904 

985 

1029 

1079 

1080
に
、｢

他
女
両｣

は
682 

709
に
、｢

他
両
女｣

は
602
に
、

｢

他
両
本｣

は
985
に
あ
る（
（（
（

。
ま
た
、
仮
名
序
に
は｢

他
両
本
女｣

も
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の｢

両｣

と
は
何
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
985
や
仮
名
序
の
例

か
ら
見
れ
ば
、｢

両｣

と
は｢

両
本｣

の
意
と
思
し
い
。
な
ら
ば
、
素
直

に
解
す
れ
ば
、｢

両
女｣

｢

女
両｣

と
は
異
な
る
女
本
が
二
本
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
を
校
合
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
そ
う
で
あ
っ
た
の
意
と
考
え
ら
れ
る
。

｢

他
両
本｣

も
他
本
が
二
本
あ
り
、
そ
れ
が
一
致
し
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
こ
の
場
合
は
稀
と
い
う
こ
と
に
な
る
。｢

他
女
両｣

は
第
五
節

で
述
べ
た
こ
と
か
ら
、
他
本
で
校
合
し
た
後
、
女
本
二
本
で
校
合
し
、
三

本
が
一
致
し
た
の
意
で
あ
ろ
う
。
682 

709
二
箇
所
と
も
四
角
の
囲
み
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
他
本
の
校
合
後
、
女
本
二
本
が
追
加
校
合
さ
れ
た
と
す
れ
ば

よ
か
ろ
う
。

　

以
上
、
女
本
が
二
本
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
考
え
を
補
強
す
る
箇

所
と
し
て
、
997
作
者
の｢

ふ
む
や
の
あ
り
す
ゑ｣

の
右
に｢

ヤ
ス
ヒ
テ

ト
モ
女｣

、
左
に｢

ア
リ
キ
女｣

と
し
、
1097
第
四
句｢

よ
こ
ほ
り
こ
せ
る｣

の
右
に｢

フ
セ
ル
女
私｣

（
囲
み
）
と
し
、
左
に｢

タ
テ
ル
女｣

と
す
る

箇
所
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　

ま
た
、
他
本
に
つ
い
て
も
、
680
第
五
句｢

も
ゆ
る
わ
か
こ
ひ｣

に
い
ず

れ
も
囲
み
で
校
異
し
て
、｢

ヲ
モ
ヒ
カ
他｣

｢

ワ
カ
コ
ヒ
他｣

（
以
上
一
括

囲
み
）、｢

ソ
他｣
（｢
オ
モ
ヒ
ソ｣

の
意
）
と
三
種
類
の
校
異
を
施
し
て
い
る
。
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し
た
が
っ
て
、｢

両｣

は
異
な
る
二
本
い
ず
れ
も
が
そ
の
よ
う
な
本
文

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
そ
う
だ
が
、
よ
く
考
え
る
と
、
お
か
し
い
点
が
あ
る
。

｢

他
両｣
は
数
も
少
な
く
、
他
本
は
必
ず
し
も
全
文
校
合
で
な
い
と
し
て

も
よ
い
と
し
て
、｢
両
女｣

｢

女
両｣

に
つ
い
て
は
そ
う
は
い
か
な
い
。

　

つ
ま
り
、
女
本
二
本
と
校
合
し
た
な
ら
ば
、｢

両
女｣

｢

女
両｣

と
す
る

以
外
の
箇
所
は
二
本
の
本
文
は
一
致
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
女
本

の
校
合
が
、
ほ
ぼ
全
巻
に
亘
り
詳
細
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
不
自
然

で
あ
る
。
二
本
目
は
要
所
の
み
校
合
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、

現
状
の
形
態
に
な
る
に
は
、
一
本
目
の
校
異
が
あ
る
と
こ
ろ
の
、
ご
く
一

部
の
み
参
照
し
た
と
す
る
し
か
な
い
。
ご
く
一
部
し
か
校
合
し
な
く
て
も
、

一
本
目
と
異
な
る
校
異
が
あ
っ
た
と
き
、
一
本
目
の｢
女｣

と
二
本
目
の

｢

女｣

を
区
別
し
な
い
の
も
不
自
然
で
あ
る
。

　

さ
れ
ば
と
言
っ
て
、
良
い
考
え
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。｢
両
本｣

と

い
う
本
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
た
が
、
不
自
然
で
到
底
認

め
ら
れ
な
い
。
他
本
の
場
合
と
異
な
り
、｢

両
女｣

｢

女
両｣

両
方
あ
る

か
ら
、
校
合
の
手
順
を
ど
う
考
え
る
か
も
あ
っ
て
容
認
で
き
な
い
。
そ

こ
で
、
こ
こ
で
は
、
と
り
あ
え
ず
、｢

両｣

の
表
示
は
念
の
た
め
で
あ
り
、

単
に
「
女｣

と
あ
る
の
も
、
実
態
は｢

両
女｣

｢

女
両｣

と
ほ
ぼ
同
じ
と

考
え
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

六
、｢

或
本｣

に
つ
い
て

　

本
書
に
は
、
近
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る｢

校
本｣

｢

本｣

、
清
輔
本
以
来

の｢

正
本｣

の
注
記
を
除
い
て
も
、｢

女
本｣

｢

他
本｣

以
外
に
さ
ら
に
校

異
あ
る
い
は
書
入
が
存
在
す
る
。
考
察
の
対
象
に
し
う
る
の
は
、｢

或
本｣

と｢

私｣

で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
古
く
書
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
が
、
数
の
上
で
は｢

女
本｣

や｢

他
本｣

に
比
べ
れ
ば
は
る
か
に
少

な
く
、
折
に
ふ
れ
参
照
さ
れ
た
程
度
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
他
、
本
の
注

記
が
な
い
書
入
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
考
え
よ
う
も
な
い
。

　

さ
て
、｢

或
本｣

と
す
る
注
記
は
、
す
で
に
清
輔
本
の
段
階
で
存
在
し
、

｢

或
本
有
此
哥
（
墨
）、
無
御
本
（
朱
）｣

と
い
う
よ
う
に
、
異
本
歌
に
注

記
さ
れ
て
い
た
。
本
書
に
は
明
ら
か
に
そ
れ
と
異
な
る｢

或
本｣

と
の
校

異
や
異
本
歌
注
記
が
存
在
し
、
新
た
に
加
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
こ
の
場
合
の｢

或
本｣

は
、
確
た
る
証
拠
は
な
い
が
、
清
輔
本
以
来

の｢

或
本｣

と
は
別
の
本
と
思
わ
れ
る
。
両
者
の
弁
別
は
、
他
の
清
輔
本

や
顕
昭
本
に
見
え
る
か
見
え
な
い
か
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
、
後
者
は
本
書

に
お
け
る
新
た
な
校
異
と
見
な
さ
れ
る
。
な
お
、
本
書
の
真
名
序
に
見
え

る｢

或｣
に
つ
い
て
は
、
比
較
的
数
が
多
く
、
囲
み
に
入
っ
て
い
な
い
な
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ど
、
本
文
の｢

或
本｣

と
は
別
と
考
え
る
の
で
、
こ
こ
で
は
扱
わ
ず
、
後

述
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

さ
て
、
或
本
の
校
異
に
は
、
次
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
校
異
は
他
本
と
同
様
に
四
角
の
囲
み
中
に
記
さ
れ
る
場
合
と
そ

う
で
な
い
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
他
本
と
共
通
す
る
の
は
僅
か
一
箇
所
で
、

囲
み
中
に
併
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、｢

或
本｣

の
後
に｢
女｣
と
す
る
場
合
が
あ
る
。

　

以
下
に
そ
の
例
を
掲
げ
検
討
を
加
え
る
。
文
末
に
＊
記
号
を
付
す
の
は

囲
み
が
あ
る
箇
所
で
あ
る
。

　

1
、
179　

なア
ル
本
ニ
寛
平
ノ
御
時
后
宮
哥
合
ト
女
本
ニ
モ
入

ぬ
か
の
ひ
の
よ
ゝ
め
る

　

2
、
236
ノ
次　

或
本　

カ
ネ
ミ
ノ
大
君　

ヲ
ミ
ナ
ヘ
シ
ナ
キ
ナ
カ
タ
チ

シ
ヽ
ラ
ツ
ユ
ヲヌ
女

ヌ
レ
キ
ヌ
ニ
ノ
ミミエ
ワ
タ
ル
ラ
ム
女

キ
チ
ワ
タ
ル
女
本
同

ラ
ム
＊

　

3
、
423
ノ
次　

或
本　

ヒ
ク
ラ
シ　

ツ
ラ
ユ
キ　

ソ
マ
ヒ
ト
ハ
ミ
ヤ
キ

ヒ
ク
ラ
シ
ア
シ
ヒ
キ
ノ
ヤ
マ
ノ
ヤ
マ
ヒ
コ
ヨ
ヒ
ト
ヨ
ム
ナ
リ女本

同＊
（
定
家
本

墨
滅
歌
1101
）

　

4
、
431
ノ
次　

或
本　

カ
チ
ヲ
ム　

カ
ケ
リ
テ
モ
ナ
ニ
ヲ
カ
タ
マ
ノ
キ

テ
モ
ミ
ム
カ
ラ
ハ
ホ
ノ
ヲ
ト
ナ
リ
ニ
シ
モ
ノ
ヲ
＊
（
定
家
本
墨
滅
歌
1102
）

　

5
、
652
ノ
次　

或
本　

イ
ヌ
カ
ミ
ヤ
ト
コ
ノ
山
ナ
ル
イ
サ
ラ
ヤ
ハ
イ
サ

ト
コ
タ
ヘ
ヨテ
女

ワ
カ
ナ
モ
ラ
ス
ナ　

コ
ノ
ウ
タ
ア
ル
ヒ
ト
ノ
云
ア天
智
天
皇
ノ
メ
ノ
ミ
カ

ト
ノ
○
ア
フ
シ
女ウ
ネ
ヘ
ニ
タ
テ
マ
ツ
ル
ト
カ
ヘ
シ
ニ
ウ
ネ
ヘ
ノ
タ
テ
マ
ツ
レ
ル　

ヤ
マ
シ
ナ
ノ
ヲ
ト
ハ
ノ
タ
キ
ノ
ヲ
ト
ニ
タ
ニ
人
ノ
シ
ル
ヘ
ク
ワ
カ
コ
ヒ
ヌ

ヤカ
女

モ女同
＊
（
定
家
本
墨
滅
歌
1108 

1109
）

　

6
、
669　

わ
か
なミ
モ
或
本も
み
な
と
＊

　

7
、
874　

た
ま
たノ
ヰ
ノ
或
本
れ
の

　

8
、
932
ノ
次（
（（
（
　

或
本　

読
人
不
知　

ア
キ
ク
レ
ハ
ヽ
キ
ノ
フ
ル
エ
モ
ハ

ナ
サ
キ
ヌ
ワ
カ
ミ
ノ
ミ
コ
ソ
カ
ク
テ
ス
キ
ヌ
レ
＊

　

9
、
975　

或
本
無
此
哥
＊

　

10
、
1008　

ま
ひ
なサ
私

し
に
＊
（
以
下
脚
注
）
或
本
マ
セ（
ヒ
）サ

シ
ニ
ト
ハ
マ
コ

ト
ニ
ヒ
サ
シ
ト
云　〻

弊マ
イ
ナ
イ
ナ
シ
ニ

無　

マ
イ
ナ
シ
ニ
万
葉

ト
モ　

マ
イ
ワ
セ
ム
ト
モ　

コ

レ
ハ
マ
イ
ナ
イ
セ
ム
ト
也

　

11
、
1054　

他
本　

イ
ト
ヽ
ナ
ア
リ
ケ
ル
ヲ
ト
コ
ニ
ソ
ヘ
テ
ヒ
ト
ノ
イ
ヒ

ケ
レ
ハ　

或　

イ
ト
ヽ
ナ
ア
リ
ケ
ル
ヒ
ト
ニ
ヨ
ソ
ヘ
テ
ヒ
ト
ノ
イ
ヒ
ケ
レ

ハ
＊

　

12
、
1100
ノ
次　

或
本
ニ
コ
ノ
哥　

宮
マ
ツ
リ
タ
テ
マ
ツ
リ
ケ
ル
ニ
タ
テ

マ
ツ
レ
ル
哥　

イ
ノ
リ
コ
シ
ヤ
ハ
タ
ノ
ミ
ヤ
ノ
イ
ワ
シ
水
ヨ
ロ
ツ
ヨ
マ
テ

ニ
ツ
カ
ヘ
マ
ツ
ラ
ム
女

　

｢

或
本｣
と
あ
る
中
、
清
輔
本
あ
る
い
は
顕
昭
本
以
来
の
も
の
と
見
ら

れ
る
箇
所
を
除
く
と
、
ほ
ぼ
以
上
と
な
る
。
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先
ず
目
に
つ
く
の
が
、
囲
み
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。

十
二
箇
所
の
内
、
囲
み
で
な
い
の
は
1 

7 

12
の
三
箇
所
の
み
で
あ
る
。

　

次
に
、
1 
2 

3 

5 

12
の
五
箇
所
で
女
本
よ
り
先
に
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

先
ず
、
後
者
か
ら
考
え
る
と
、
或
本
は
女
本
よ
り
先
に
校
合
さ
れ
た
と

考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
単
に
女
本
よ
り
先
に
校
合
さ
れ
た

と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
他
本
の
よ
う
に
、
女
本
と
は
別
時
、
別
人
の
校
合

と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

次
い
で
、
囲
み
の
箇
所
が
多
い
こ
と
か
ら
考
え
て
、
本
来
全
て
囲
み
が

あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
囲
み
が
な
い
箇
所
は
転
写
の
際
に
囲
み
が
失
わ

れ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
囲
み
の
な
い
箇
所
の
中
に
は
、

今
問
題
に
し
て
い
る｢

或
本｣

と
は
別
の｢

或
本｣
が
混
入
し
て
い
る
可

能
性
も
あ
ろ
う
。
例
え
ば
1 

12
な
ど
は
や
や
書
入
れ
方
法
が
違
っ
て
い
る

よ
う
に
も
見
え
る
の
で
、
別
の｢

或
本｣

の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
し
か
し

な
が
ら
、
今
は
可
能
性
の
み
指
摘
し
て
お
く
。

　

さ
て
、
囲
み
の
中
で
注
目
す
べ
き
は
、
11
、
1054
詞
書
の
箇
所
で
あ
る
。

こ
こ
は
底
本
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

い
と
ゝ
な
あ
り
け
る
お
と
こ
に
人
の
よ
そ
へ
て
人
の
い
ひ
け
れ
は

　

こ
の
本
文
、
定
家
本
と
異
な
り
、｢

人
の｣

が
重
複
し
て
い
る
が
、
清

輔
本
・
顕
昭
本
は
こ
の
形
で
あ
る
。
こ
の
本
行
左
の
余
白
に
11
に
示
し
た

校
異
が
あ
る
。｢

他
本｣

と
し
て
下
に
二
行
割
し
、
そ
の
左
に｢

或｣

と

し
て
二
行
割
す
る
。
そ
し
て
、
全
体
を
囲
み
に
し
て
い
る
。
こ
の
書
き
方

と
或
本
の
多
く
が
囲
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
他
本
と
或
本

は
ほ
ぼ
同
時
に
相
次
い
で
書
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

こ
う
し
て
、
女
本
校
合
以
前
に
他
本
と
或
本
が
囲
み
で
校
合
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
。

七
、｢

私｣

に
つ
い
て

　

本
書
に
は｢

私｣

と
す
る
書
入
が
あ
る
。
こ
の
書
入
が
古
く
か
ら
存
在

す
る
こ
と
は
、
469
（
後
述
8
）
の
箇
所
で
片
仮
名
の｢

ホ｣

に
古
体
が
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
推
測
で
き
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の｢

私｣

が
全
て
同
じ
性
質
の
書
入
で
あ
る
か
否
か
は
難

し
い
問
題
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
三
種
類
に
分
け
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　

ま
ず
第
一
は
、
仮
名
序
部
分
の
書
入
で
あ
る
。
左
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

1
、（
コ
レ
ハ
モ
シ
ノ
カ
ス
モ
サ
タ
マ
ラ
ス
…
）
勘
見
日
本
記
之
所
此

哥
長
哥
也
、
文
字
多
少
不
足
、
頗
僻
事
也
私

　

2
、（
ち
り
ひ
ち
）
塵
泥
ヒ
イ
ト
云
ハ
土
也
、
然
者
チ
リ
ト
ツ
チ
ト
也
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私
　

3
、（
東
宮
ヲ
）
号
宇
治
東
宮
私　

ト
ヽ
可
有
歟
私

　

4
、（
ト
メ
ウ
タ
）
此
義
不
得
心
私

　

5
、（
よ
こ
と
）
毎
夜
私

　

こ
れ
ら
は
注
記
的
な
書
入
で
、
本
文
に
傍
書
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
特

に
出
典
と
い
う
べ
き
も
の
も
見
当
た
ら
な
い
。
従
っ
て
、
何
人
に
よ
る
い

か
な
る
時
点
の
書
入
か
は
判
ら
な
い
。

　

次
は
、
本
文
に
加
え
ら
れ
た
書
入
で
、
さ
ら
に
二
種
類
に
分
類
で
き
る
。

こ
れ
を
第
二
、
第
三
と
す
る
と
、
第
二
と
し
て
は
、
語
釈
あ
る
い
は
類
歌

の
指
摘
に
関
す
る
も
の
で
、
多
く
は
頭
脚
に
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
第
三

と
し
て
は
、
校
異
で
、
囲
み
の
中
に
あ
り
、
傍
書
さ
れ
る
。

　

前
者
に
は
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

　

6
、
161　

私　

ア
マ
ヒ
コ
ハ
ヤ
マ
ヒ
コ
ナ
リ

　

7
、
317　

私　

万
葉
云
、
ミ
ヨ
シ
ノ
ヽ
タ
カ
キ
ノ
ヤ
マ
ノ
シ
ラ
タ
モ
ハ

ユ
キ
ハ
ヽ
カ
リ
テ
タ
ナ
ヒ
キ
テ
ミ
ユ

　

8
、
469　

私　

万
葉
長
歌
云
、
ホ
ト
ヽ
キ
ス
ナ
ク
ヤ
サ
ツ
キ
ハ
ア
ヤ
メ

ク
サ

　

9
、
483
（
実
は
482
）　

私　

万
葉　

ア
マ
ク
モ
ノ
ヤ
ヘ
ク
モ
カ
ク
レ
ナ

ル
カ
ミ
ノ
ヲ
ト
ニ
ノ
ミ
ヤ
ハ
キ
ヽ
ワ
タ
リ
ナ
ム

　

10
、
637　

万
葉
ニ
ハ
明
ニ
ト
カ
ケ
リ
、
ア
ケ
ユ
ク
也
私

　

11
、
998　

靏
鳴
九
皐
声
聞
天
、
此
文
也　

カ
ラ
コ
ロ
モ
シ
タ
テ
ル
ヒ
メ

ノ
ツ
マ
コ
ヒ
ヲ
ア
メ
ニ
キ
コ
ユ
ル
ツ
ル
ナ
ラ
ス
ネ
ヲ　

コ
レ
モ
此
心
也
、

シ
タ
テ
ル
ヒ
メ
ハ
ア
メ
ワ
カ
ミ
コ
ノ
メ
ナ
リ
、
ソ
ノ
ヲ
ト
コ
ニ
ヲ
ケ
レ
テ

カ
ナ
シ
フ
コ
エ
ア
メ
ニ
キ
コ
ユ
或
云
私

　

12
、
1010
（
実
は
1011
）　

私
云
、
万
葉
、
ア
ソ
ヒ
ヲ
ト
ワ
レ
ハ
キ
ケ
ル
ヲ

ヤ
ト
ア
サ
ス
ワ
レ
ヲ
カ
ヘ
セ
リ
ヲ
ク
ノ
タ
ハ
レ
ヲ　

詞
云
、
因
作
斯
哥
以

謔
戯
焉
云

〻

　

後
者
は
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
＊
を
付
し
た
の
は
囲
み
に
な
っ
て
い

る
箇
所
で
あ
る
。

　

13
、
669　

よ
を
う
み
へツラ
ハ
私た
に
＊

　

14
、
689　

うウチ
ノ
タ
マ
ヒ
メ
私

ち
の
は
し
ひ
め
＊

　

15
、
997　

ふ
む
や
の
あ
り
すカタ
私ゑ（

（（
（

＊

　

16
、
1002　

短
哥
私（
（（
（

＊

　

17
、
1008　

ま
ひ
なサ私
し
に
＊

　

18
、
1016　

あ
な
かコト
ヽ
シ
私
女

し
か
ま
し
＊

　

19
、
1084　

みミマ
サ
カ
ク
ニ
ノ
哥
私

の
の
く
に
の
う
た

　

20
、
1097　

よ
こ
ほ
り
こフ
セ
ル
女
私

せ
る
＊

　

さ
て
、
こ
の
第
二
、
第
三
を｢

私｣

と
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
一
括
で
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き
る
か
一
概
に
は
言
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
前
者
の
多
く
は
他
の
顕
昭
本

に｢
私｣

の
注
記
が
な
い
ま
ま
す
で
に
見
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
6
7
8
9
は
他
の
顕
昭
本
に
す
で
に
見
え
る
注
で
あ
る
。

　

次
に
、
10 
11 
12
は
い
ず
れ
も
『
奥
義
抄
』
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
後
人
の
書
入
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
前
者
の｢

私｣

に
は
本
書
の
独
自
性
は
全
く
認
め

ら
れ
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
後
者
は
異
な
る
。

　

ま
ず
、
後
者
は
ほ
と
ん
ど
の
箇
所
が
、
囲
み
に
な
っ
て
い
る
点
が
注
目

さ
れ
る
。
こ
れ
は
す
で
に
述
べ
た
他
本
の
校
合
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る

と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
関
連
し
て
注
目
す
べ
き
箇
所
が
あ
る
。

　

17
は｢

私｣

に
は
本
文
が｢

ま
ひ
さ
し
に｣

と
あ
る
と
の
校
異
が
付
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
本
文
を
採
用
す
る
本
は
珍
し
く
、
清
輔
本
の
中
、
天

理
図
書
館
蔵
片
仮
名
零
本
に
の
み
見
え
る
本
文
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
奥

義
抄
』
は｢

ま
ひ
さ
し
に｣

と
し
て
、
そ
れ
で
解
す
る
。
本
書
で
注
目
す

べ
き
は
、
こ
の
箇
所
の
脚
注
に｢

或
本　

マ
セ（
ヒ
）サ
シ
ト
ハ
マ
コ
ト
ニ
ヒ
サ

シ
ト
云

〻｣

（
囲
み
な
し
）
と｢

私｣

と｢

或
本｣

注
記
と
が
関
連
す
る
点

で
あ
る
（
前
節
10
参
照
）。
し
か
も
、
こ
の
解
釈
は
『
奥
義
抄
』
か
ら
そ

の
ま
ま
の
引
用
で
は
な
い
が
、
内
容
的
に
一
致
す
る
。

　

つ
い
で
、
18
と
20
は
女
本
と
私
と
が
並
ぶ
例
で
あ
る
が
、｢

私
女｣

｢

女

私｣

と
両
者
順
序
が
異
な
る
の
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
い
ず
れ
が
先
に
校
合

さ
れ
た
か
を
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

最
も
注
意
さ
れ
る
べ
き
は
19
で
あ
る
。｢

ミ
マ
サ
カ
ク
ニ
ノ
哥
私｣

の

校
異
に
左
合
点
が
あ
る
。
顕
昭
本
の
中
、
伏
見
宮
旧
蔵
本
と
本
書
に
は
左

右
の
短
い
合
点
が
数
多
く
あ
り
、
そ
れ
ら
は
概
ね
一
致
す
る
。
そ
の
意
味

は
分
ら
な
い
が
、
諸
本
と
の
校
合
の
結
果
を
示
す
と
思
し
い
。
こ
こ
で
は

左
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
短
い
左
右
合
点
は
伏
見
宮
旧
蔵
本
の

例
か
ら
し
て
、
顕
昭
の
所
為
と
考
え
て
差
支
え
な
か
ろ
う
。
と
す
る
と
、

19
は
顕
昭
の
注
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ひ
い
て
は｢

私｣

の
内
、
13
〜

20
は
顕
昭
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
6
〜
9
も
同
様
の
意

味
で
、
顕
昭
が
伏
見
宮
旧
蔵
本
で
は
符
号
な
し
に
示
し
た
勘
物
に｢

私｣

と
加
え
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
ろ
、『
奥
義
抄
』
か
ら
書
入
れ
ら
れ
た
10
〜
12
は
今
保
留

す
る
と
し
て
、
そ
れ
以
外
の｢

私｣

は
原
則
と
し
て
顕
昭
の
書
入
と
見
な

す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

す
る
と
、
さ
ら
に
、
囲
み
の｢

私｣

が
顕
昭
な
ら
、
囲
み
の｢

他
本｣

や｢

或
本｣
の
書
入
も
顕
昭
の
所
為
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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こ
う
し
た
推
論
が
危
険
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
女
本
の
校

合
以
前
に
囲
み
で
校
合
し
た
り
、
注
記
を
書
入
れ
た
り
し
た
人
物
が
顕
昭

で
あ
る
こ
と
は
、
あ
り
え
な
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
推
論
を
導
い
た
根
拠
は
、
ほ
と
ん
ど
19
の
箇
所
に
お

け
る
左
合
点
一
つ
に
か
か
っ
て
い
る
わ
け
で
、
あ
ま
り
に
は
か
な
い
と
言

え
る
。
ま
た
、
仮
名
序
に
見
え
る｢

私｣

に
つ
い
て
今
の
と
こ
ろ
成
案
は

な
い
。
そ
も
そ
も
本
書
独
自
の
書
入
に
顕
昭
の
な
し
た
も
の
が
あ
る
か
否

か
は
一
箇
所
の
み
で
は
言
い
切
れ
な
い
と
の
疑
問
も
も
っ
と
も
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
合
点
に
関
わ
る
箇
所
は
他
に
も
あ
る
。
そ

れ
に
つ
い
て
は
節
を
改
め
る
。

八
、｢

多
本｣

に
つ
い
て

　

本
書
に
は
た
だ
一
箇
所
で
あ
る
が
、｢

多
本｣

と
す
る
注
記
が
688
の
頭

書
と
し
て
あ
る
。
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

囲
み
の
中
に
、

　
　

多
本
有
此
哥　

ソ
ト
ヲ
リ
ヒ
メ
ヒ
ト
リ
ヰ
テ
ミ
カ
ト
ヲ
コ
ヒ
タ
テ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　

ツ
リ
テ
ヨ
メ
ル

　
　
　
　
　

ワ
カ
セ
コ
カ
ク
ヘ
キ
ヨ
ヒ
ナ
リ
サ
ヽ
カ
ニ
ノ
ク
モ
ノ
フ
ル
マ

　
　
　
　
　

ヒ
カ
ネ
テ
シ
ル
シ
モ

　

と
、
定
家
本
墨
滅
歌
1110
が
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
歌
が
688

ノ
次
で
あ
る
旨
の
指
示
が
あ
り
、
左
右
に
合
点
が
あ
る
。
ま
た
、
囲
み
の

外
に｢

女
同｣

と
あ
る
。

　

こ
の
注
記
に
は
さ
ら
に
囲
み
の
外
に｢

校
本｣

と
の
書
入
と
囲
み
の
中

の
右
本
文
へ
の
校
異
が
あ
る
が
、
既
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
は
近
時
の
も
の

で
、
今
考
慮
の
対
象
と
し
な
い
。

　

ま
ず
、
こ
の
書
き
方
か
ら
、｢

多
本｣

と
す
る
書
入
は
女
本
の
校
異
よ

り
前
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
囲
み
の
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他

本
や｢

私｣

と
の
関
係
も
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の｢

多
本｣

と
は
い
か
な
る
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
常
識
的
に
は
多
く

の
本
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
あ
ま
り
に
あ
い
ま
い
で
あ
る
。｢

多
本｣

は
僅
か
一
箇
所
現
れ
る
の
み
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
い
は｢

両
本｣

の
誤
写

か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
以
前
両
本
に
つ
い
て
論
じ
た
と
き
に
挙
げ
た
例

で
わ
か
る
よ
う
に
、
両
本
の
記
述
は
、｢

両
女｣

｢

他
両
本｣

な
ど
の
よ
う

に
、
あ
く
ま
で
ほ
か
の
本
に
付
随
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
で
、
単
独
の｢

両

本｣
は
考
え
に
く
い
。
や
は
り
こ
こ
は｢

多
本｣

で
考
え
る
し
か
な
い
。

｢

多
本｣
と
い
う
本
の
存
在
は｢

両
本｣

と
い
う
本
の
存
在
と
同
じ
く
考

え
に
く
く
、
結
局
不
明
で
あ
る
。
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し
か
し
、
注
目
す
べ
き
点
が
他
に
あ
る
。
右
の｢

ワ
カ
セ
コ
カ｣

歌
の

多
本
に
お
け
る
位
置
の
指
示
で
あ
る
。
688
ノ
次
に
○

で
示
し
、
そ
れ
に
左

右
の
合
点
が
あ
る
。
こ
れ
は
二
本
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
位
置
に
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
指
示
の
仕
方
は
伏
見
宮
旧
蔵
本
に
見
え
る
も
の
と

同
一
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
も
顕
昭
の
所
為
と
見
な
せ
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
左
右
の
合
点
が
顕
昭
の
所
為
だ
と
す
る
の
は
、
伏
見

宮
旧
蔵
本
に
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
の
で
、
そ
こ
ま
で
も
疑
え
ば
根
拠
を

失
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
考
え
す
ぎ
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
多
本
の
箇
所
は
、
多
本
そ
の
も
の
が
明
確
に
な
ら
な
い
の
で
、
意

味
づ
け
が
十
分
で
き
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
前
節
の｢

私｣

19
の
箇
所

と
あ
わ
せ
て
、
い
ず
れ
も
顕
昭
の
所
為
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
す
る
と
、

本
書
に
の
み
見
え
る
書
入
の
中
に
顕
昭
自
ら
の
書
入
が
含
ま
れ
て
い
る
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
囲
み
の
校
異
を
加
え

た
の
は
顕
昭
で
あ
り
、
そ
れ
ら
一
連
の
書
入
は
顕
昭
で
あ
る
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
、
女
本
の
校
異
を
除
く
と
、
囲
み
の
書
入
を
中
心
に

多
く
が
顕
昭
に
よ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の

考
え
に
は
、
一
つ
支
障
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
真
名
序
部
分
に
存
在
す
る
。

真
名
序
の｢

平
城
天
子｣

の
右
傍
に
墨
で
囲
ん
で
、
朱
で｢

桓
武
也｣

と

あ
る
。
こ
れ
は
顕
昭
の
所
為
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
顕
昭
が｢

平
城
天
子｣

は
平
城
天
皇
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
『
万
葉
集
時
代
難
事
』
や
『
古

今
集
序
注
』
で
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
顕
昭
本
古
今
集
の
仮
名
序
勘
物

に
は
聖
武
天
皇
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
本
来
清
輔
が
付
し
た
勘
物
で

あ
り
、
顕
昭
の
考
え
で
は
な
い
。
天
理
本
で
は
、｢

顕
昭
考｣

と
し
て
平

城
天
皇
説
が
あ
ら
た
め
て
説
か
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
本
書
真
名

序
の
桓
武
説
は
顕
昭
説
で
は
あ
り
得
な
い
。
す
る
と
、
囲
み
を
含
む
多
く

の
書
入
は
顕
昭
の
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
こ
の
箇
所
を
本
書
で
考
察
し
た
他
本
な
ど
の
囲
み
と
同
列
に

は
扱
え
な
い
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
囲
み
の
中
が
、
朱
書
さ
れ
て
い
る

点
が
異
な
っ
て
い
る
。
意
味
は
不
明
で
あ
る
が
、
囲
み
の
中
は
従
来
墨
書

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
い
ず
れ
の
本
と
注
記
が
な
い
の
も
歌
本
文
へ
の
注
記

と
異
な
る
。

　

こ
う
し
て
、
こ
の｢

桓
武
也｣

の
注
記
は
、
こ
こ
ま
で
考
察
し
て
き
た

囲
み
と
は
一
括
さ
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
慎
重
に
扱
う
べ
き

で
は
あ
る
が
、
や
は
り
歌
本
文
に
お
け
る
囲
み
の
注
記
は
顕
昭
と
考
え
る

の
が
有
力
と
考
え
る
。
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九
、
書
入
に
つ
い
て
、
ま
と
め

　

前
節
ま
で
本
書
に
の
み
見
え
る
書
入
の
性
格
を
検
討
し
て
き
た
。
本
書

に
は
何
の
注
記
も
な
い
書
入
や
こ
れ
ま
で
取
上
げ
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る

が
、
前
者
は
考
察
の
し
よ
う
も
な
く
、
後
者
は
僅
か
な
箇
所
で
、
こ
れ
ま

た
検
討
の
対
象
に
は
な
り
得
な
か
っ
た
。
重
要
な
書
入
は
以
上
の
検
討
に

尽
き
る
と
し
て
良
い
。

　

こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
ま
と
め
を
し
て
お
く
。

　

本
書
の
成
立
ち
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
。
多
く
の
推
論
を

含
む
も
の
で
あ
り
、
別
の
可
能
性
も
排
除
さ
れ
な
い
の
は
前
節
末
尾
に
述

べ
た
問
題
も
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

　

1
、
顕
昭
本
と
し
て
成
立
す
る（
（（
（

。｢

正
本｣

と
す
る
注
記
は
こ
の
段
階

で
す
で
に
な
さ
れ
て
い
た
。

　

2
、
囲
み
に
入
れ
ら
れ
た｢

他
本｣

｢

或
本｣

｢

私｣
｢

多
本｣

の
注
記

が
お
そ
ら
く
顕
昭
の
手
に
よ
っ
て
書
入
れ
ら
れ
た
。｢

私｣

の
注
記
の
内
、

他
の
顕
昭
本
に
も
見
え
る
囲
み
の
な
い
類
歌
や
語
釈
は
以
前
か
ら
あ
る
書

入
に｢

私｣

の
符
号
が
加
え
ら
れ
た
と
考
え
る
。
一
方
、『
奥
義
抄
』
と

一
致
す
る
語
釈
は
こ
の
段
階
の
も
の
で
な
く
、
後
人
の
所
為
か
も
し
れ
な

い
。
囲
み
の
あ
る｢

私｣

と
す
る
校
異
は
顕
昭
の
も
の
で
、
以
上
一
連
の

書
入
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
行
わ
れ
た
と
考
え
る（
（（
（

。

　

3
、｢

女
本
（
基
俊
本
）｣

の
校
異
は
2
よ
り
後
に
、
顕
昭
と
は
別
の
後

人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
考
え
る
。
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
鎌
倉
後
期
ま

で
に
な
さ
れ
た
の
は
確
実
で
、
花
山
法
皇
御
本
奥
書
に
見
え
る
貞
応
元
年

某
の
書
写
後
ほ
ど
な
く
が
そ
れ
で
あ
る
と
す
る
の
も
有
力
で
あ
る
。

　

4
、
薄
墨
、
藍
、
朱
の｢

校
本｣

、
藍
の｢

本｣

と
す
る
注
記
は
近
時

の
も
の
で
、
本
書
の
原
本
と
は
無
関
係
で
あ
る
。

　

以
上
、
本
書
独
自
の
書
入
は
ほ
ぼ
右
の
順
序
に
従
っ
て
な
さ
れ
た
と
考

え
る
。

十
、
顕
昭
本
と
し
て
の
本
書

　

顕
昭
本
と
し
て
の
本
書
に
つ
い
て
は
、
第
二
節
に
一
部
述
べ
た
が
、
校

合
書
入
の
重
要
性
に
鑑
み
、
顕
昭
本
と
し
て
の
勘
物
の
性
格
な
ど
に
つ
い

て
は
後
回
し
に
し
た
。
順
序
が
逆
に
な
る
が
、
こ
こ
で
検
討
し
た
い
。

　

ま
ず
、
本
文
に
つ
い
て
は
、
誤
写
は
か
な
り
目
立
つ
が
、
伏
見
宮
旧
蔵

本
、
天
理
本
と
大
異
は
な
く
、
基
本
的
に
は
同
一
、
少
な
く
と
も
同
一
系

統
で
あ
る
と
い
っ
て
良
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
顕
昭
本
は
こ
の
よ
う
な
本
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文
を
有
し
て
い
た
と
確
認
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
勘
物
に
お
い
て
は
、
大
同
小
異
で
あ
る
と
片
付
け
ら

れ
な
い
ほ
ど
の
違
い
が
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
顕
昭
本
の
勘
物
は
、
伏
見
宮
旧
蔵
本
と
天
理
本
の
間
に
も

若
干
の
違
い
が
あ
り
、
本
文
の
酷
似
と
は
様
相
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
が
、

本
書
に
お
い
て
は
さ
ら
に
著
し
い
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
全
く
別
物
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
基
本
は
同
一
で
あ
る
の
に
、
追
加
や
増
補
合
成
が
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
顕
昭
本
の
勘
物
が
保
元
二
年
清
輔
本
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
永

治
二
年
清
輔
本
か
ら
も
影
響
を
受
け
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述

べ
た
こ
と
が
あ
る
が（
（（
（

、
拙
著
324
頁
以
下
の
比
較
例
を
採
っ
て
、
本
書
勘
物

を
示
し
て
み
る
。

　

7
左
注｢

さ
き
の
お
ほ
き
お
ほ
い
ま
う
ち
き
み｣

の
注

　

前
太
政
大
臣
并
黒
主
等
、
或
所
現
作
者
也
、
或
所
着
、
如
何
、
案
之
、

其
人
哥
ト
許
口
伝
ニ
聞
伝
テ
慥
無
所
見
哥
以
之
著
注
歟

　

読
人
不
知
哥
四
百
五
十
六
首
、
其
外
短
哥
一
首
、
旋
頭
哥
三
首
、
但
此

中
著
任
作
者
、
高
津
宮
一
─
、
斉
名
一
─
、
前
太
政
大
臣
二
─
、
橘
清
友

一
─
、
天
地
天
皇
一
─
、
奈
良
一
─
、
中
臣
赤
人
一
─
、
人
丸
一
─
、
近

江
采
女
二
─
、
黒
主
一
─
、
三
人
翁
三
─

　

こ
の
箇
所
、
誤
写
を
除
け
ば
、
前
半
部
分
は
他
の
顕
昭
本
と
同
一
で
あ

る
。
た
だ
し
、
保
元
二
年
清
輔
本
の
踏
襲
で
は
な
く
、
や
や
異
な
り
、
永

治
二
年
清
輔
本
と
一
致
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
後
半
部
分
（｢

読
人
不
知

哥｣

以
下
）
は
他
の
顕
昭
本
に
は
な
い
。
こ
れ
は
永
治
二
年
本
に
あ
る
も

の
で
あ
る
（
仁
平
四
年
清
輔
本
か
と
思
わ
れ
る
曼
殊
院
本
に
も
あ
る
）。

　

こ
う
し
て
、
こ
の
部
分
の
勘
物
は
他
の
顕
昭
本
よ
り
さ
ら
に
永
治
二
年

本
寄
り
で
あ
る
。

　

38

｢

し
る
人
そ
し
る｣

の
注

　

普
通
ハ
シ
ル
人
ソ
シ
ル

　

こ
の
注
が
あ
る
の
は
顕
昭
本
の
中
、
伏
見
宮
旧
蔵
本
の
み
で
あ
る
。
他

に
永
治
二
年
本
に
あ
る
。

　

75

｢

き
え
か
て
に
す
る｣

の
注

　

消
難
也
、
難
ハ
カ
ヌ
ル
ナ
リ
、
キ
エ
カ
ヌ
ル
ナ
リ

　

こ
の
箇
所
、｢

消
難
也｣

は
諸
本
共
通
で
、｢

難
ハ
カ
ヌ
ル
ナ
リ｣

は
永

治
二
年
本
と
曼
殊
院
本
、｢

キ
エ
カ
ヌ
ル
ナ
リ｣

は
保
元
二
年
本
で
あ
る
。

顕
昭
本
は
両
者
の
合
成
で
あ
る
。

　

つ
い
で
に
、
75
の
作
者｢

そ
う
く
う
ほ
う
し｣

の
注
を
掲
げ
る
。

　

三
首
、
承
均
、
和
泉
国
大
掾
子
也
、
元
慶
之
比
人

　

こ
の
注
記
は
本
書
の
性
格
を
現
し
て
い
る
。
ま
ず
、
他
の
顕
昭
本
二
本
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に
は
こ
の
作
者
勘
物
は
な
い
。
永
治
二
年
本
に
は｢

目
六
云
、
宋
均
、
元

慶
之
比
人
云
々｣

、
曼
殊
院
本
に
は｢

目
云
、
承
均
、
三
首
、
元
慶
之
比

人｣

、
保
元
二
年
本
に
は｢

三
首
、
目
云
、
承
均
、
元
慶
之
比
人｣

と
あ
る
。

本
書
は
一
番
詳
し
く
、
さ
ら
に｢

和
泉
国
大
掾
子
也｣

の
独
自
記
述
が
加
っ

て
い
る
。
こ
の
独
自
の
記
述
は
顕
昭
の
『
勅
撰
和
歌
作
者
目
録
』（『
日
本

歌
学
大
系
』
別
巻
四
所
収
）
に
見
え
る
。
た
だ
し
、
承
均
の
記
述
全
体
が

一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。『
勅
撰
和
歌
作
者
目
録
』
に
は
本
書
独
自
の

勘
物
と
一
致
す
る
記
述
が
時
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
な
お
、
本
書
の

作
者
勘
物
の
特
徴
を
言
う
と
、
本
来
顕
昭
本
に
な
い
入
集
歌
数
を
加
え
る

場
合
が
多
い
ほ
か
、
諸
本
に
は
原
則
と
し
て
な
い
作
者
名
を
標
目
の
ご
と

く
冒
頭
に
記
入
す
る
。
わ
か
り
や
す
い
記
載
方
法
と
も
言
え
る
が
、
少
し

く
ど
い
感
が
あ
る
。

　

104
詞
書｢

う
つ
ろ
へ
る
は
な
を
み
て
よ
め
る｣

の
注

　

無
彼
哥
合

　

こ
の
箇
所
、
拙
著
（
326
頁
）
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
永
治
二
年
本
（
宮

本
家
本
）
が
104
の
詞
書
を
脱
落
し
た
た
め
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
注
記
で
、

顕
昭
本
に
あ
る
の
は
永
治
二
年
本
か
ら
状
況
を
理
解
し
な
い
で
、
う
っ
か

り
勘
物
を
増
補
転
記
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
は
本
書
で
も
訂
正
さ

れ
な
い
。

　

こ
の
へ
ん
で
終
わ
り
に
す
る
が
、
本
書
の
勘
物
は
、
顕
昭
本
の
勘
物
に

一
致
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
増
補
が
目
立
つ
よ
う
で
あ
る
。
作
者

注
記
に
限
っ
て
も
う
少
し
見
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

　

15

｢

あ
り
は
ら
の
む
ね
や
な｣

の
注

　

四
首
、
目
六
云
、
棟
梁
、
従
五
位
上
、
筑
前
守
、
元
左
衛
門
佐
、
右
近

中
将
業
平
一
男
、
昌
泰
三
年
、
光
孝
天
皇
蔵
人

　

こ
の
部
分
、
伏
見
宮
旧
蔵
本
は
落
丁
に
よ
り
一
部
が
欠
け
て
い
る
が
、

天
理
本
で
推
測
で
き
る
。
他
の
顕
昭
本
は｢

四
首
、
目
六
云｣

｢

光
孝
天

皇
蔵
人｣

の
部
分
が
な
い
。
前
者
は
永
治
二
年
本
、
曼
殊
院
本
、
保
元
二

年
本
に
は
あ
る
が
、
後
者
は
本
書
独
自
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
勅
撰
和
歌

作
者
目
録
』
に
は
あ
る
。
ま
た
、｢

元
左
衛
門
佐
、
右
近
中
将｣

の
部
分

は
顕
昭
本
独
自
の
増
補
で
あ
る
、
こ
れ
ま
た
、『
勅
撰
和
歌
作
者
目
録
』

に
見
え
る
記
述
で
あ
る
。

　

388

｢

源
さ
ね｣

の
注

　

信
濃
守
蔵
人
左
兵
衛
尉
、
参
議
舒
二
男

　

或
目
六
云
、
寛
平
朝
蔵
人
左
近
中
将
也
、
昌
泰
三
年
卒

　

こ
こ
は
他
の
顕
昭
本
は｢

或
目
六
云｣

以
下
が
な
く
、
清
輔
本
も
含
め

て
独
自
と
言
っ
て
い
い
。
ま
た
、
一
行
目
は
他
の
顕
昭
本
と
ほ
ぼ
同
一
で

あ
る
が
、
清
輔
本
は
保
元
二
年
本
で
示
せ
ば
、｢

一
首
、
目
云
、
実
、
従
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五
上
信
乃
守
、
参
議
左
衛
門
督
舒
二
男
、
昌
泰
三
年
卒｣

と
あ
る
。
た
だ

し
、
こ
れ
も
『
勅
撰
和
歌
作
者
目
録
』
に
よ
れ
ば
、｢

昌
泰
三
年
卒｣

以

外
ほ
ぼ
共
通
す
る
。

　

煩
瑣
に
な
る
の
で
、
異
同
を
示
す
の
は
こ
の
へ
ん
で
や
め
る
が
、
本
書

の
勘
物
は
、
概
ね
他
の
顕
昭
本
を
元
と
し
て
、
何
ら
か
の
増
補
を
し
た
と

思
し
い
。
記
述
の
重
複
や
矛
盾
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
際
、

『
勅
撰
和
歌
作
者
目
録
』
と
類
似
の
資
料
が
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

本
書
の
勘
物
を
他
の
顕
昭
本
勘
物
と
比
べ
る
と
、
多
く
は
本
書
の
方
が
詳

し
い
が
、
本
書
の
よ
う
な
重
複
や
矛
盾
を
含
む
形
態
か
ら
整
理
さ
れ
て
他

の
顕
昭
本
に
な
っ
た
と
い
う
よ
り
、
他
の
顕
昭
本
の
よ
う
な
も
の
に
新
た

な
記
述
を
増
補
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
う
す
る
と
、
ま
た
し
て
も
こ
の
増
補
は
顕
昭
か
後
人
か
の
問
題
が
生

じ
る
。
ま
た
、
既
述
の
よ
う
に
顕
昭
の
『
勅
撰
和
歌
作
者
目
録
』
と
の
関

わ
り
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
関
係
は
、
関
係
あ
り
と
言
い
き
れ

る
ほ
ど
明
確
で
は
な
い
。
一
方
、
藤
原
仲
実
の
『
古
今
和
歌
集
目
録
』
と

の
関
わ
り
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
必
ず
し
も
学
識
あ
る
人
物
の
手
を

必
要
と
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
作
者
勘
物
以
外
の
独
自

の
勘
物
も
顕
昭
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ

る
。
結
局
顕
昭
か
否
か
は
不
明
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
、
本
書
は
特
に
勘
物
に
他
の
顕
昭
本
と
異
な
る
独
自
性
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。

十
一
、
真
名
序

　

本
書
の
真
名
序
に
つ
い
て
は
、
他
の
顕
昭
本
と
併
せ
て
以
前
に
述
べ
た

こ
と
が
あ
る（
（（
（

。
当
時
は
本
書
は
未
見
で
あ
っ
た
が
、
久
曽
神
氏
著
書（
（（
（

の
基

俊
本
の
翻
字
に
お
い
て
、
真
名
序
に
は
基
俊
本
と
の
校
異
が
わ
ず
か
一
箇

所
し
か
な
か
っ
た
た
め
、
そ
こ
で
の
翻
字
を
ほ
ぼ
本
書
の
本
文
と
認
め
て
、

論
じ
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
そ
の
際
、
顕
昭
本
の
真
名
序
が
い
か
な
る
本

に
起
源
を
有
す
る
か
に
つ
い
て
は
結
論
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

今
回
、
本
書
の
真
名
序
本
文
を
更
め
て
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
何
ら
旧

稿
の
見
解
を
進
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
本
書
の
真
名
序

本
文
が
、
旧
稿
で
推
測
し
た
も
の
と
は
い
さ
さ
か
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
そ
の
点
を
訂
正
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
本
書
の
真
名
序
本
文
が
久
曽
神
氏
の

翻
字
の
よ
う
に
本
行
の
み
で
は
な
く
、
し
ば
し
ば
傍
書
が
あ
り
、
一
通
り

の
本
文
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
微
妙
な
点
で
、
本
書
が
他
の

顕
昭
本
と
異
な
る
か
否
か
の
判
断
が
変
わ
る
場
合
も
あ
る
。
も
っ
と
も
、
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そ
れ
に
よ
っ
て
全
体
が
大
き
く
変
わ
る
わ
け
で
は
な
く
、
旧
稿
で
述
べ
た

結
論
が
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

左
に
旧
稿
315
─

318
頁
に
掲
げ
た
校
異
一
覧
で
、
本
書
本
文
が
変
わ
る
場

合
を
列
挙
す
る
。
上
が
旧
稿
、
下
が
本
書
本
文
で
あ
る
。

　

換
頭
→
換旋
或

頭

　
　

他
の
顕
昭
本
二
本
と
同
じ
で
な
く
な
り
、
保
元
二
年
清
輔
本
中
、
伏

　
　

見
宮
旧
蔵
一
本
と
一
致
す
る
。

　

古
質
之
体
→
古
質
之
躰語
或

　
　

本
行
が｢

古
質
之
語｣

で
あ
る
他
の
顕
昭
本
二
本
と
異
な
り
、
伏
見

　
　

宮
旧
蔵
一
本
と
一
致
す
る
。

　

古
之
天
子
→
古
之或
本
無
之
字

天
子

　
　

傍
書
は
独
自
の
も
の
。

　

漢
家
之
字
→
漢
家
之
字文
異

（
朱
）

　
　

他
の
顕
昭
本
二
本
は｢

異｣

で
な
く｢

或｣

と
な
っ
て
い
る
。

　

有
山
辺
赤
人
者
并
和
哥
之
仙
也
→
山
辺
赤
人
者
并
和
哥
之或
無
之仙
也

　
　

｢

有｣

の
字
が
な
い
の
は
本
書
の
み
。

　

皆
以
落
→
皆
以或
無
以落

　
　

他
の
顕
昭
本
二
本
は
い
ず
れ
も｢

以｣

な
し
。

　

其
花
独
以
栄
→
其
花
独
以或
無
以栄

　
　

他
の
顕
昭
本
二
本
は
い
ず
れ
も｢

以｣

な
し
。

　

其
体
花
而
→
其
躰詞
イ

○甚イ
花
而

　
　

他
の
顕
昭
本
二
本
は｢

花｣

が｢

華｣

と
な
っ
て
い
る
が
、
他
は

　
　

｢

イ｣

に
同
じ
。

　

其
体
近
俗
→
其
躰
近
俗
也或

こ
の
箇
所
、
本
書
が
定
家
本
に
一
致
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
は

誤
り
で
、｢

或｣

の
傍
書
を
除
け
ば
、
他
の
顕
昭
本
二
本
と
同
じ
。

　

詞
甚
花
麗
而
→
詞
甚
花萎
衰
異
本（
朱
）

麗
而

他
の
顕
昭
本
二
本
は
冒
頭
に｢

其｣

が
あ
る
。
ま
た
、
本
書
は
傍
書

を
含
め
て
保
元
二
年
清
輔
本
中
、
尊
経
閣
本
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

　

大
伴
黒
主
歌
→
大
友
黒
主
○之或
哥

｢

大
友｣

と
す
る
の
は
本
書
の
み
。
他
の
顕
昭
本
二
本
、
い
ず
れ
も

｢

之｣

あ
り
。

　

姓
氏
→
姓或
氏
姓氏

　
　

他
の
顕
昭
本
二
本
は｢

氏
姓｣

。

　

不
用
倭
歌
→
不
用
倭詠
或

哥

　
　

他
の
顕
昭
本
二
本
の
本
行
は｢

不
用
詠
哥｣

｢

不
用
詠
謌｣

。

　

秋
津
嶋
→
秋
津
嶋洲
異
本（
朱
）

　
　

他
の
顕
昭
本
二
本
は｢

秋
津
洲｣

。
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右
衛
門
府
生
→
右左（
朱
）衛
門
府
生

　
　

｢
左｣

と
あ
る
の
は
保
元
二
年
清
輔
本
中
、
尊
経
閣
本
の
み
。

　

於
是
重
有
詔
→
○

於
曰
続
万
葉
集
異
本

是
重
有
詔

　
　

他
の
顕
昭
本
二
本
は
挿
入
が
本
行
と
な
っ
て
い
る
。

　

名
曰
古
今
集
→
名
曰
古
今
○
倭
哥
或集

　
　

他
の
顕
昭
本
二
本
は｢
倭
哥｣

は
な
い
。

　

四
月
十
八
日
→
四
月
十十
五
日
或八
日

　
　

他
の
顕
昭
本
二
本
は
傍
書
な
し
。

　

以
上
が
、
旧
稿
に
掲
げ
た
部
分
で
、
訂
正
の
注
記
を
し
て
お
い
た
方
が

良
い
と
考
え
た
箇
所
で
あ
る
。
旧
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
他
の
顕
昭
本

二
本
が
ほ
ぼ
同
一
の
本
文
を
持
つ
の
に
対
し
、
本
書
は
無
視
し
が
た
い
異

同
が
散
見
さ
れ
、
そ
の
原
因
は
不
明
で
あ
る
。
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
は
、

真
名
序
に
限
れ
ば
、｢

或｣

と
す
る
独
自
の
校
異
が
散
見
さ
れ
、
昭
和
切

や
定
家
本
に
一
致
す
る
度
合
い
が
大
き
く
、
何
ら
か
の
関
係
が
想
定
さ
れ

る
点
で
あ
る
。
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
は
、
特
に
成
案
は
な
い
。

し
か
し
、
古
今
集
に
お
い
て
真
名
序
を
有
す
る
本
は
数
少
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
か
え
っ
て
真
名
序
同
士
盛
ん
に
校
合
が
く
り
返
さ
れ
、

本
文
が
接
触
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
現
行
の
古
今
集
真
名
序
本
文
に
は
そ

れ
が
反
映
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
本
書
に
お
け
る｢

或｣

の
注

記
も
そ
れ
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
真
名
序
本
文
が
他
の
顕
昭
本

二
本
と
異
な
る
の
も
、
そ
う
し
た
接
触
の
結
果
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

本
書
の
真
名
序
に
は
、
以
上
述
べ
た
本
文
の
異
同
以
外
に
も
解
き
難
い

問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
訓
点
並
び
に
勘
物
が
、
他
の
二
本
と
異
な
る
こ

と
で
あ
る
。
ま
ず
訓
点
は
、
他
の
二
本
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
の
に
対
し
、
明

ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
朱
墨
の
別
が
あ
り
、
両
者
に
、
重
複

や
食
違
い
が
認
め
ら
れ
、
ど
う
や
ら
朱
と
墨
は
別
々
の
訓
点
を
書
入
れ
た

と
思
し
い
。
し
か
も
、
い
ず
れ
も
他
の
顕
昭
本
と
さ
ほ
ど
一
致
し
な
い
。

一
方
、
勘
物
は
基
本
的
に
他
の
二
本
と
同
一
で
あ
る
が
、
他
の
二
本
が
全

く
同
一
で
あ
る
の
に
比
べ
、
出
入
り
が
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
何
ら
か
の
手

直
し
が
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
問
題
は
、
現
在
の
所
、
解
決
で
き
な
い
。
指
摘
し
て
後
考
を
俟
ち

た
い
。

十
二
、
お
わ
り
に

　

本
書
に
は
ま
だ
ま
だ
論
ず
べ
き
点
が
あ
る
が
、
一
応
こ
こ
ま
で
と
す
る
。

　

以
上
見
て
き
た
だ
け
で
も
、
本
書
に
独
自
の
記
述
が
多
く
、
独
自
の
価

値
を
有
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
こ
れ
だ
け
綿
密
な
古
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今
集
研
究
は
、
こ
れ
以
前
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
や
や
後
に
は
寂
恵
本

に
見
ら
れ
る
成
果
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
古
今
集
研
究
史
の
中
で
、
突
出

し
た
存
在
で
、
長
く
後
継
者
を
持
た
な
か
っ
た
。
本
書
が
広
く
利
用
さ
れ

る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

　　　
〔
注
〕

（
1
）　

拙
著
『
六
条
藤
家
歌
学
の
研
究
』
第
一
部
（
平
11
刊
）
参
照
。

（
2
）　

西
下
経
一
氏
『
古
今
集
伝
本
の
研
究
』（
昭
29
刊
）
154
頁
以
下
、

久
曽
神
昇
氏
『
古
今
和
歌
集
成
立
論　

研
究
編
』（
昭
36
刊
）
27
頁

以
下
及
び
95
頁
以
下
参
照
。

（
3
）　

こ
の
点
は
す
で
に
、
拙
著
第
一
部
第
三
章
298
頁
で
指
摘
し
た
。

こ
の
た
め
、
本
書
に
は
他
の
顕
昭
本
に
は
見
ら
れ
な
い｢
合
点
新
撰

集
哥
也｣

（
巻
一
巻
頭
）｢

合
点
哥
新
撰
集
也｣

（
巻
二
十
末
）
の
注

記
が
存
す
る
。

（
4
）　｢

二
条
天
皇｣

の
傍
書
は
、｢

二
条｣

が
朱
で
見
せ
消
ち
さ
れ
、

｢

後
白
河｣

と
朱
書
す
る
が
、
全
て
近
時
の
も
の
か
。

（
5
）　

墨
傍
書
は
近
時
の
も
の
か
。

（
6
）　

朱
傍
書
は
近
時
の
も
の
か
。

（
7
）　

こ
の
こ
と
は
す
で
に
、
西
下
・
久
曽
神
両
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
さ
れ
て
お
り
、
拙
著
第
一
部
第
五
章
424
─

427
、
434
─

435
頁
に
記
し

た
の
で
詳
細
は
省
略
す
る
。
一
言
す
れ
ば
、
本
書
巻
頭
に｢

原
本
樋

口
光
義
蔵｣

と
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
樋
口
氏
が
引
用
す
る
所
蔵
本
奥

書
が
本
書
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
疑
え
な
い
。

（
8
）　

他
に
、
巻
七
末
に
347
番
歌
詞
書
、
作
者
と
350
番
歌
を
合
成
し
た

一
首
が
、
巻
十
末
に
定
家
本
墨
滅
歌
1105
、
1104
、
1103
の
三
首
が
こ
の
順

で
、
そ
れ
ぞ
れ
や
や
小
字
片
仮
名
で
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
理
由

は
不
明
な
が
ら
、
本
書
の
考
察
に
は
関
係
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、

無
視
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
9
）　

本
書
は
誤
写
が
目
立
つ
の
で
、
以
下
の
引
用
で
（
マ
マ
）
は
原

則
省
略
す
る
。

（
10
）　

86
を
87
の
次
に
移
動
す
る
指
示
と
と
も
に
、
88
を
87
の
次
に
移

動
す
る
指
示
が
あ
る
。
後
者
の
指
示
は
無
意
味
で
、
不
審
で
あ
る
。

こ
れ
は
二
首
と
も
移
動
す
る
場
所
は
86
の
次
で
あ
る
の
を
誤
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
11
）　

拙
著
第
一
部
第
三
章
308
頁
、
久
曽
神
氏
注
（
1
）
著
書
30
頁
参
照
。

（
12
）　

西
下
経
一
・
滝
沢
貞
夫
両
氏
編
『
古
今
集
校
本
』（
昭
52
刊
）。

一
方
、
久
曽
神
昇
氏
『
古
今
和
歌
集
成
立
論　

資
料
編
上
』（
昭
35
刊
）
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182
頁
で
は｢

女
本｣

に
658
が
あ
る
と
見
て
お
ら
れ
る
。

（
13
）　

拙
著
第
一
部
第
一
章
97
頁
以
下
及
び
第
三
章
320
頁
以
下
参
照
。

（
14
）　

本
来
、
二
種
の
清
輔
奥
書
は
保
元
二
年
清
輔
本
の
よ
う
に
、
平

治
元
年
、
保
元
二
年
と
年
時
が
逆
に
な
っ
て
い
た
の
を
、
顕
昭
が
訂

正
し
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
拙
著
第
一
部
第
三

章
302
─

303
頁
参
照
。

　
　
　

な
お
、
本
書
の
清
輔
奥
書
に
お
い
て
、
清
輔
本
を
取
上
げ
た｢

難

去
人｣

の
箇
所
に｢

件
人
大
弐
入
道
也｣

の
注
記
が
あ
る
が
、
こ
れ

は
本
書
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の｢
大
弐
入
道｣

に
つ
い
て
西
下

氏
は｢

重
家
か｣

と
さ
れ
る
が
（
前
掲
西
下
氏
著
書
247
頁
）、
そ
の

通
り
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
清
輔
と
重
家
の
関
係
を
考
え
る
上
で
も
、

注
目
す
べ
き
事
実
と
言
え
よ
う
。

（
15
）　

拙
著
第
一
部
第
三
章
312
頁
参
照
。
な
お
、
申
し
添
え
る
と
、
長

元
八
年
奥
書
を
基
俊
本
か
ら
の
転
記
と
す
る
の
は
、
三
条
西
家
旧
蔵

花
山
法
皇
御
本
（
志
香
須
賀
文
庫
本
）
の
奥
書
に
、｢

基
俊
本
云
、

此
本
以
花
山
院
御
筆
本
書
写
了
、
此
奥
書
云
、
於
賀
院
撰
和
哥
所
宣

校
貫
之
自
筆
本
書
之
云

〻｣

と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

（
16
）　

翻
刻
は
久
曽
神
氏
注
（
1
）
著
書
32
頁
の
書
影
に
よ
る
。

（
17
）　

西
村
加
代
子
氏｢

顕
昭
の
古
今
伝
授
と
和
歌
文
書｣

（
神
戸
大
学

｢

国
文
論
叢｣

12
昭
60
・
3
、『
平
安
後
期
歌
学
の
研
究
』
平
9
刊

所
収
）。

（
18
）　

西
村
氏
著
書
306
頁
参
照
。

（
19
）　

西
沢
誠
人
氏｢

顕
昭
攷
─
仁
和
寺
入
寺
を
め
ぐ
っ
て
─｣

（｢

和

歌
文
学
研
究｣

28
昭
47
・
6 

）
参
照
。
西
村
氏
論
文
も
言
及
す
る
。

（
20
）　

こ
の
箇
所｢

雲
の
み
を
に
て｣

と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、｢

ま
て｣

は
女
本
の
校
合
時
点
で
は｢

に
て｣

と
あ
り
、

転
写
の
過
程
で
誤
写
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
21
）　

985
の
箇
所
は
書
写
面
が
錯
綜
し
て
い
る
が
、
以
下
の
よ
う
に
考

え
る
。

　
　
　

ま
ず
、
本
書
は
作
者
名
を
欠
き
、｢

ヨ
シ
ミ
ネ
ノ
ム
ネ
サ
タ｣

と

朱
書
小
字
書
入
し
、｢

或
本
此
哥
宗
貞
也
、
目
六
又
叶
之
、
本
失
歟｣

（
墨
）
と
傍
書
す
る
。

　
　
　

985
の
作
者
は
通
常｢

よ
し
み
ね
の
む
ね
さ
た｣

で
あ
る
が
、
顕
昭

本
は
、
伏
見
宮
旧
蔵
本
に
は
作
者
な
く
、｢

或
本
此
哥
宗
貞
也
、
目

六
又
叶
之
、
本
失
歟｣

と
本
書
と
同
文
で
頭
書
す
る
。
天
理
本
は
作

者
を
存
し
な
が
ら
、
頭
書
を
同
じ
く
し
、
本
文
と
整
合
性
を
欠
く
。

念
の
た
め
言
う
が
、
こ
の
箇
所
の｢

或
本｣

は
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、

清
輔
本
以
来
見
え
る｢

或
本｣

で
、
本
稿
第
六
節
で
考
察
す
る｢

或
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本｣

と
は
別
で
あ
る
。

　
　
　

こ
こ
ま
で
は
、
顕
昭
本
に
す
で
に
存
在
し
た
注
記
で
あ
る
。

　
　
　

本
書
で
は
、
右
の
注
に
続
い
て
、
そ
の
左
に｢

他
両
本
ニ
モ
無
此

名｣

と
あ
る
。
実
は
書
写
面
で
は｢

他
両
本｣

と｢

ニ
モ
無
此
名｣

の
行
が
少
し
ず
れ
て
い
る
が
、
意
味
上
連
続
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。

　
　
　

さ
ら
に
、｢

他
両
本｣
の
左
に
、｢

ヤ
女｣

と
あ
り
、
あ
た
か
も

｢

他
両
本
女｣

と
あ
る
が
ご
と
く
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
985
の｢

す

む
へ
き
さ
と
の｣

の｢

さ｣

に
付
せ
ら
れ
た
校
異
で
あ
っ
て
、
こ
の

箇
所
の
表
示
は｢

他
両
本｣

と
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

（
22
）　

こ
の
歌
、
他
の
古
今
集
諸
本
に
な
い
。
932
に
頭
書
さ
れ
、
排
列

の
指
示
が
な
い
。
西
下
・
久
曽
神
両
氏
と
も
932
ノ
次
と
す
る
。
他
に

見
え
な
い
歌
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
久
曽
神
氏
は｢

黒
川
本
に｢
或
本｣

と
し
て
書
入
れ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
古
歌
な
ど
の
注
記
を
校
合
注
記
と

見
誤
つ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。｣

（
前
掲
書
研
究
編
287
頁
）
と
さ
れ

る
が
、
囲
み
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
他
の
或
本
注
記
と
の
比
較
か
ら
、

或
本
に
存
在
し
た
異
本
歌
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
23
）　｢

カ
タ｣

の
み
朱
で
、
囲
み
の
線
と
他
の
文
字
は
墨
。
こ
の｢

カ

タ｣

が
朱
に
な
っ
て
い
る
意
味
は
不
明
。
新
院
御
本
と
の
校
異
と
は

見
な
し
が
た
い
。

（
24
）　

作
者
名｢

つ
ら
ゆ
き｣

の
右
下
に
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
見
開
き

右
半
葉
に
あ
る｢

な
が
う
た｣

の
注
。

（
25
）　

本
書
の
顕
昭
本
と
し
て
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
後
述
す
る
。

基
本
的
に
伏
見
宮
旧
蔵
本
に
近
い
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。

（
26
）　

仮
に
こ
の
注
記
が
顕
昭
の
所
為
で
な
く
と
も
、
一
人
の
手
に
よ
り
、

こ
の
段
階
で
な
さ
れ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。

（
27
）　

拙
著
第
一
部
第
三
章
324
頁
以
下
参
照
。
そ
の
他
、
319
頁
以
下
な

ど
で
も
言
及
し
て
い
る
。

（
28
）　

拙
著
第
一
部
第
三
章
311
頁
以
下
。

（
29
）　

久
曽
神
氏
注
（
12
）
著
書
、
基
俊
本
の
項
。

〔
付
記
〕　

貴
重
な
御
所
蔵
本
の
閲
覧
を
許
さ
れ
た
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心

女
子
大
学
附
属
図
書
館
な
ら
び
に
便
宜
を
お
図
り
下
さ
い
ま
し
た
新
美

哲
彦
氏
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
冒
頭
に
書
き
ま
し
た
よ
う
に
、
拙
い

な
が
ら
、
年
来
の
宿
題
を
果
た
せ
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。　


